
し
ら
か
わ
の
わ
の
わ
の身

近
な
文
化
財

　

文
化
財
と
は
、
限
ら
れ
た
ご
く
一

部
の
も
の
を
指
す
と
考
え
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
や
自
治
体
で
は
文
化
財
の
指
定

制
度
を
設
け
、
歴
史
、
学
術
、
芸
術

上
特
に
価
値
の
高
い
も
の
に
つ
い
て

保
存
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
指
定
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
地
域
の
大
切
な
文
化
財
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

例
え
ば
指
定
さ
れ
て
い
な
い
古
文

書
も
、
土
地
の
歴
史
の
証
拠
で
す
。

失
わ
れ
る
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い

た
歴
史
は
二
度
と
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
財
を
ま
と
ま
っ
た
も

の
と
し
て
保
存
し
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
地
域
づ
く
り
に
活
用
す
る

た
め
、
平
成
31
年
に
「
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
」
の
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
市
で
も
こ
の
計
画
を
策

定
し
、
令
和
３
年
12
月
に
県
内
で
初

め
て
文
化
庁
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

で
は
地
域
の
文
化
財
と
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

「
文
化
財
保
護
法
」
に
よ
れ
ば
、

文
化
財
と
は
建
物
、
美
術
品
、
古
文

書
、
暮
ら
し
の
道
具
、
祭
礼
や
行

事
、
遺
跡
、
希
少
な
動
植
物
な
ど
で

す
。
そ
れ
に
加
え
て
近
年
は
、
長
い

人
の
営
み
が
作
り
出
し
た
文
化
的
景

観
、
食
文
化
や
茶
道
と
い
っ
た
生
活

文
化
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
文
化
財
は
、
遠
い
と
こ
ろ
に

あ
る
貴
重
品
で
は
な
く
、
よ
り
身
近

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

　

今
月
号
か
ら
、
地
域
の
身
近
な
文

化
財
を
取
り
上
げ
ま
す
。
家
の
中
や

道
ば
た
な
ど
、
文
化
財
は
思
わ
ぬ
と

こ
ろ
で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

第
一
話

文
化
財
と
はなに

か
？

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

今月号から、白河の景観まちづくりに
ついてシリーズでお知らせします。

問本庁舎都市計画課　内2235

「景観」ってなんだろう？「景観」ってなんだろう？

「景観」と聞いて皆さんは何を思い浮かべます
か？遠くの山並みでしょうか。それとも、住宅やおか？遠くの山並みでしょうか。それとも、住宅やお
店が建ち並ぶ街並みでしょうか？店が建ち並ぶ街並みでしょうか？
景観は、目に見える眺め（景）とそれを見る人の景観は、目に見える眺め（景）とそれを見る人の
感じ方（観）によって生み出されるものです。感じ方（観）によって生み出されるものです。
そして、通勤や通学、買い物、散歩など、普段のそして、通勤や通学、買い物、散歩など、普段の
生活で目にする景色の裏には、先人が守り築き上げ生活で目にする景色の裏には、先人が守り築き上げ
てきたこれまでの歴史や風土、伝統や文化、人々のてきたこれまでの歴史や風土、伝統や文化、人々の
暮らしや経済活動などが詰め込まれています。暮らしや経済活動などが詰め込まれています。
そのような背景にも想いを巡らせながら、少し違そのような背景にも想いを巡らせながら、少し違
った視点でいつもの景色を眺めてみませんか。った視点でいつもの景色を眺めてみませんか。
今まで気づかなかった新たな発見があるかもしれ今まで気づかなかった新たな発見があるかもしれ
ません。ません。

景観まちづくりになぜ取り組むの？景観まちづくりになぜ取り組むの？

皆さんが「きれいだなぁ」「心地よいなぁ」と感じ皆さんが「きれいだなぁ」「心地よいなぁ」と感じ
る白河の景観を思い浮かべてみてください。る白河の景観を思い浮かべてみてください。
　「きれい」「心地よい」と感じる良好な景観は、私　「きれい」「心地よい」と感じる良好な景観は、私
たちの生活に潤いと安らぎを与えるとともに、白河たちの生活に潤いと安らぎを与えるとともに、白河
を訪れる方へのおもてなしにもつながります。を訪れる方へのおもてなしにもつながります。
景観まちづくりは、大がかりな整備だけでなく、景観まちづくりは、大がかりな整備だけでなく、

草花の手入れや清掃活動など、身近な取り組みがと草花の手入れや清掃活動など、身近な取り組みがと
ても大切です。ても大切です。
白河の良好な景観を守り、新たな魅力をつくり、白河の良好な景観を守り、新たな魅力をつくり、

育てながら、先人から受け継いだ景観のバトンを次育てながら、先人から受け継いだ景観のバトンを次
の世代につなぐため、市民や事業者の皆さんと行政の世代につなぐため、市民や事業者の皆さんと行政
が協力し、景観まちづくりに取り組みましょう。が協力し、景観まちづくりに取り組みましょう。

景観まちづくり通信景観まちづくり通信
～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

Vol.1Vol.1

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

景観まちづくり通信景観まちづくり通信

～身近な文化財の一例～

田園や里山の景観田園や里山の景観

その他、地域に伝えられたものその他、地域に伝えられたもの
  （言い伝えや地名など）  （言い伝えや地名など）

地域の遺跡地域の遺跡
 （古墳や城館跡など） （古墳や城館跡など）

祭りや年中行事祭りや年中行事 記念碑記念碑

暮らしの道具暮らしの道具

ご神木ご神木

石造物石造物

掛け軸や古文書掛け軸や古文書

地域の集落や寺社地域の集落や寺社

お
知
ら
せ
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眺望景観眺望景観
　白河の宝である南湖公園から望　白河の宝である南湖公園から望
む那須連峰や関山、中心市街地かむ那須連峰や関山、中心市街地か
ら望む小峰城跡ら望む小峰城跡三三

さんさ ん

重重
じゅうじゅう

櫓櫓
やぐらやぐら

は、白河をは、白河を
象徴する眺望景観として市民はも象徴する眺望景観として市民はも
とより多くの来訪者に親しまれてとより多くの来訪者に親しまれて
います。います。

自然景観自然景観

　白河の最高峰である権太倉山の　白河の最高峰である権太倉山の
ほか、関山や天狗山などの緩やかほか、関山や天狗山などの緩やか
な丘陵地と緑豊かな森林からなるな丘陵地と緑豊かな森林からなる
自然景観は、ふるさとを感じさせ自然景観は、ふるさとを感じさせ
る貴重な景観資源となっています。る貴重な景観資源となっています。

田園景観田園景観
　阿武隈川、社川、隈戸川などの　阿武隈川、社川、隈戸川などの
河川流域に優良な農地が広がり、河川流域に優良な農地が広がり、
田植えから稲刈りまで四季折々の田植えから稲刈りまで四季折々の
景観を楽しむことができます。景観を楽しむことができます。

景観まちづくり通信景観まちづくり通信
～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

　小峰城跡を中心とした旧奥州街道沿いの寺社仏　小峰城跡を中心とした旧奥州街道沿いの寺社仏
閣、蔵などの歴史的な町並み、歌枕として名高い閣、蔵などの歴史的な町並み、歌枕として名高い
白河関跡、白河藩主白河関跡、白河藩主
松平定信が築造した松平定信が築造した
南湖南湖公園など貴重な公園など貴重な
歴史遺産が現代に引歴史遺産が現代に引
き継がれています。き継がれています。

歴史景観歴史景観

おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景日常生活で見つけた白河のおすすめ景
観をインスタグラムで教えてください。観をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

　

石
造
物
は
、
ほ
か
の
文
化
財
に
比

べ
て
劣
化
し
に
く
い
た
め
、
現
在
も

各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
の
傍
ら
に
目
を
や
る
と
、
よ
く

見
か
け
る
の
が
道ど

う

標ひ
ょ
う

（
道
し
る
べ
）

な
ど
の
石
柱
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

道
標
は
、
現
在
の
道
路
標
識
の
よ

う
に
目
的
地
ま
で
の
距
離
や
方
向

を
示
す
も
の
で
、
市
内
で
も
道
路
の

分
岐
点
な
ど
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

城
下
の
二
番
町
の
交
差
点
に
は
、

江
戸
時
代
に
奥お

う

州し
ゅ
う

街
道
と
原は

ら

方か
た

街

道
の
分
岐
点
に
建
て
ら
れ
て
い
た
道

標
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
標
は
、
白
河
の
商
人
と

み
ら
れ
る
常と

き

盤わ

惟こ
れ

貞さ
だ

が
天
保
９
年

（
１
８
３
８
）
に
建
て
た
も
の
で
、

「
高
湯
山　

右　

那
須
原
道　

左　

江
戸
海
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

高
湯
山
は
、
那
須
の
茶ち

ゃ

臼う
す

岳だ
け

か
ら

湧
き
出
る
温
泉
を
ご
神
体
と
す
る
霊

場
で
、
こ
の
道
標
は
高
湯
山
参
詣
の

道
案
内
を
兼
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
白
河
藩
と
他
領
地
の
境
を

示
す
石
柱
と
し
て
現
在
い
く
つ
か
確

認
さ
れ
て
い
る
「
藩は

ん

界か
い

石せ
き

柱ち
ゅ
う

」
は
、

松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

が
藩
主
の
時
代
に
建
て

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

白
河
藩
は
大
名
の
入
れ
替
わ
り
が

多
か
っ
た
藩
で
す
が
、
定
信
は
長
く

白
河
を
治
め
る
意
志
を
家
臣
や
領
民

に
示
す
た
め
、
藩
境
の
杭
を
石
製
の

も
の
に
し
た
こ
と
を
記
録
に
残
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
石
柱
は
、
境
の
明
神
付
近
に

建
つ
「
従こ

れ

是よ
り

北き
た

白し
ら

川か
わ

領り
ょ
う

」
と
刻
ま
れ

て
い
る
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
白し

ら

河か
わ
の

関せ
き

跡あ
と

か
ら
南
下
し
た
栃

木
県
境
の
「
追お

い

分わ
け

の
明
神
」
に
も
同

様
の
も
の
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
「
従こ

れ

是よ
り

南み
な
み

白し
ら

川か
わ

領り
ょ
う

」

と
刻
ま
れ
て
い
る
石
柱
が
大
信
上
小

屋
か
ら
会
津
街
道
を
北
上
し
た
先
の

天
栄
村
内
に
あ
る
ほ
か
、
矢
吹
町
な

ど
市
外
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
旅
人
が
見

て
い
た
道
標
や
石
柱
を
今
で
も
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
二
話

行
き
先
や
藩
の
境
を

　
　
　
　

示
す
石
柱

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

▲▲高高
たかたか

湯湯
ゆゆ

山山
さんさん

道標道標
　（二番町）　（二番町）

▲藩界石柱▲藩界石柱 ▲藩界石柱▲藩界石柱
　（境の明神）　（境の明神）　（追分の明神）　（追分の明神）

お
知
ら
せ

▲小峰城跡と那須連峰▲小峰城跡と那須連峰

▲関山と田園風景▲関山と田園風景

▲▲隈戸川流域からの隈戸川流域からの
　権太倉山の眺望　権太倉山の眺望

▲南湖公園から▲南湖公園から
　望む那須連峰　望む那須連峰
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館 今月号は、本市の代表的な景観を紹介します。　　

　　　  問本庁舎都市計画課　内2232

景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.2Vol.2

～白河の景観を守り・つくり・育てる～
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おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景日常生活で見つけた白河のおすすめ景
観をインスタグラムで教えてください。観をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ▲関山と田園風景

景観まちづくり通信景観まちづくり通信
～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

今月号は、身近なおすすめ景観を紹介します。
　　　  問本庁舎都市計画課　内2232

景観まちづくり通信景観まちづくり通信 Vol.3Vol.3

～白河の景観を守り・つくり・育てる～

　私たちの身近にも素敵な景観があふれています。　私たちの身近にも素敵な景観があふれています。
　子どもの頃、毎日歩いた通学路は、大人になった今、　子どもの頃、毎日歩いた通学路は、大人になった今、
どんな景色に見えるでしょうか。懐かしさを感じるととどんな景色に見えるでしょうか。懐かしさを感じるとと
もに、あの頃は目に留まらなかった木々や草花に心が癒もに、あの頃は目に留まらなかった木々や草花に心が癒
されることでしょう。されることでしょう。
　毎朝、車で通る場所を、休日にゆっくり歩いてみませ　毎朝、車で通る場所を、休日にゆっくり歩いてみませ
んか。車窓からとは違った景色が見えるかもしれません。んか。車窓からとは違った景色が見えるかもしれません。
　自宅の近所でも実は通ったことがない道はありません　自宅の近所でも実は通ったことがない道はありません
か。探検気分を味わいながら、まちの魅力を再発見してか。探検気分を味わいながら、まちの魅力を再発見して
みるのもいいですね。みるのもいいですね。
　ぜひ身近な景観を楽しみながら、まち歩きをしてみて　ぜひ身近な景観を楽しみながら、まち歩きをしてみて
はいかがでしょうか。はいかがでしょうか。

おすおす
すめすめ

おすおす
すめすめ

▲▲隈隈
く まく ま

戸戸
どど

川の大信不動滝川の大信不動滝

▲旗宿地区の社川沿い▲旗宿地区の社川沿い

インスタグラムにお寄せいただいたインスタグラムにお寄せいただいた
おすすめ景観をご紹介しますおすすめ景観をご紹介します！！

©しらかわん

第
三
話

天て
ん
の
う
さ
い

王
祭

　
（
キ
ュ
ウ
リ
天
王
）

        

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

暮
ら
し
に
身
近
な
文
化
財
の
一
つ

に
、
各
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
お

祭
り
や
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
各
地
で
は
、
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
「
天
王
祭
」
や
「
キ
ュ
ウ

リ
天
王
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
祭
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
は
疫
病
が

流
行
す
る
時
季
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

疫
病
を
つ
か
さ
ど
る
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

を
ま

つ
り
、
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
す
。

　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
天
王
祭
に

は
、
お
も
に
「
①
太
鼓
を
叩た

た

き
、
参

加
者
が
キ
ュ
ウ
リ
を
奉
納
す
る
も
の
」

と
「
②
神み

輿こ
し

の
巡
業
を
す
る
も
の
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

①
で
は
多
く
の
場
合
、
２
本
の
キ

ュ
ウ
リ
を
奉
納
し
、
す
で
に
供
え
ら

れ
て
い
る
も
の
か
ら
１
本
を
取
っ
て

持
ち
帰
り
ま
す
。
こ
の
キ
ュ
ウ
リ
を

食
べ
る
と
病
気
に
な
ら
な
い
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
①
の
種
類
の
祭
り

は
、
旗
宿
・
板
橋
・
舟
田
・
本
沼
・

表
郷
河か

東と
う

田だ

・
大
信
下
新
城
・
東
上

野
出
島
な
ど
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
太
鼓
を
叩
い
て
い
な
い
所
も

あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
キ
ュ
ウ
リ
を
供
え
る

理
由
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
牛
頭
天

王
を
ま
つ
る
八や

坂さ
か

神
社
の
神
紋
が
キ

ュ
ウ
リ
を
切
っ
た
断
面
に
似
て
い
る

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
は
、
必
ず
し
も
「
天
王
祭
」
と

は
呼
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
牛
頭
天

王
を
ま
つ
る
八や

雲く
も

神
社
の
祭
り
で
、

キ
ュ
ウ
リ
を
お
供
え
す
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
神
輿
を
担
い
で
地

区
内
の
家
を
回
り
、
お
は
ら
い
を
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
白
坂
地
区
の
大
倉

矢
見
や
泉
岡
、
皮か

わ

籠ご

な
ど
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
牛
頭
天
王
に
関

す
る
行
事
は
、
大
信
町
屋
・
上
新
城
、

東
形
見
な
ど
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
地

域
の
大
切
な
文
化
財
の
一
つ
と
い
え

ま
す
。

お
知
ら
せ

▲河東田牛頭天王祭
　（表郷地域）

▲お供え物のキュウリ
　（表郷河東田）

▲白坂八雲神社祭礼
　（子ども神輿）

13 広報しらかわ　2022. ６（Ｒ4)
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し
ら
か
わ
の
わ
の
わ
の身

近
な
文
化
財

今月号は、景観の届出制度についてお知らせします。
問本庁舎都市計画課　内2232

景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.4Vol.4

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

　つぎの２つの街並みでは、どちらが落ち着いた印　つぎの２つの街並みでは、どちらが落ち着いた印
象を受けますか。象を受けますか。

　建物は街並みを構成する大きな要素です。建物の　建物は街並みを構成する大きな要素です。建物の
高さや形態、色彩など、周辺の景観との調和に配慮高さや形態、色彩など、周辺の景観との調和に配慮
することで、街並みに連続性やまとまりが感じられすることで、街並みに連続性やまとまりが感じられ
るようになり、落ち着いた印象を与えます。るようになり、落ち着いた印象を与えます。
　本市では、良好な街並みをつくるため、一定の規　本市では、良好な街並みをつくるため、一定の規

模を超える建物を建てる場合や工作物を設置する場模を超える建物を建てる場合や工作物を設置する場
合などには、事前に届出が必要となります。合などには、事前に届出が必要となります。
　また、届出の対象となる行為ごとに「景観形成基　また、届出の対象となる行為ごとに「景観形成基
準」が定められており、適合が必要となります。準」が定められており、適合が必要となります。
　届出の対象規模に満たない場合でも、基準への適　届出の対象規模に満たない場合でも、基準への適
合に努め、そこに暮らす人々が心地よく感じられる合に努め、そこに暮らす人々が心地よく感じられる
街並みを皆さんでつくっていきましょう。街並みを皆さんでつくっていきましょう。

おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

第
四
話

　

古
墳
・
塚

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　
「
遺
跡
」
と
聞
く
と
、
ハ
ケ
を
持

ち
、
慎
重
に
発
掘
調
査
を
す
る
様
子

を
想
像
し
、
珍
し
い
、
遠
い
存
在
と

感
じ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
６
２
４
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
る

周
り
に
も
た
く
さ
ん
の
遺
跡
が
あ
り

ま
す
が
、
大
半
が
地
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
た
め
、
存
在
に
気
付
か
ず
に
生

活
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

今
回
は
、
地
上
で
も
存
在
を
確
認

で
き
る
古
墳
と
塚
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
上
に
盛
土
な
ど
を
行
い
、
墳
丘

を
持
つ
お
墓
が
「
古
墳
」
で
す
。

桝ま
す

形が
た

古
墳
群
は
、
東
栃
本
（
Ａ
群
）

と
東
蕪
内
（
Ｂ
群
）
の
２
か
所
の
丘

陵
に
あ
る
古
墳
群
で
す
。

　

丘
陵
地
の
林
の
中
に
直
径
５
〜
10

ｍ
ほ
ど
の
円
墳
が
複
数
確
認
さ
れ
て

お
り
、
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
る

も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
周
辺
か
ら
土は

師じ

器き

や
玉
類
、
直

刀
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
墳
丘
が
残
る
古
墳
は
、
下し

も

総う
さ

塚づ
か

古
墳
（
舟
田
）、
谷や

地ち

久く

保ぼ

古

墳
（
本
沼
）、
三さ

ん

年ね
ん

立だ
て

古
墳
（
本
沼
）、

愛あ
た

宕ご

塚づ
か

古
墳
（
借
宿
）、
鶴つ

る

子こ

谷だ
に

古

墳
群
（
表
郷
堀
之
内
）
が
あ
り
ま
す
。

　

古
墳
以
外
に
も
、
土
を
盛
り
上
げ

た
遺
跡
に
「
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

大
信
飯い

い

土ど

用よ
う

に
は
、
白
河
と
会
津

を
つ
な
ぐ
会
津
街
道
（
白
河
街
道
）

に
設
け
ら
れ
た
一
里
塚
が
あ
り
、
直

径
７
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
円
形
の

塚
が
１
基
存
在
し
て
い
ま
す
。

一
里
塚
は
、
江
戸
時
代
に
主
要
な

街
道
に
、
旅
の
目
印
と
し
て
築
か
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
そ
の
地
域
に

生
活
し
た
人
々
の
存
在
や
、
多
く
の

旅
人
が
通
過
し
た
街
道
の
存
在
を
教

え
て
く
れ
る
、
大
切
な
文
化
財
で
す
。

お
知
ら
せ

▲枡形古墳群の位置

▲愛宕塚古墳

▲飯土用の一里塚

　外壁・屋根などは、不快感を与
えず、四季を通じて周辺の街並み
や自然景観と調和する落ち着いた
色彩を基調とする。

色　彩

※届出や景観形成基準の詳
　細は市ホームページへ

例えば、
こんな基準が
あるワン！
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し
ら
か
わ
の
わ
の
わ
の身

近
な
文
化
財

問本庁舎都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.5Vol.5

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

　今月号は、景観づくりの主な取り組みをお知らせ　今月号は、景観づくりの主な取り組みをお知らせ
します。します。
　JR白河駅の周辺は、歴史と文化の拠点となる地　JR白河駅の周辺は、歴史と文化の拠点となる地
区として、景観計画の重点区域に位置づけられてお区として、景観計画の重点区域に位置づけられてお
り、小峰城跡や白河駅舎などの歴史的資源に配慮しり、小峰城跡や白河駅舎などの歴史的資源に配慮し
た景観づくりを行っています。た景観づくりを行っています。
　以前は、小峰城跡　以前は、小峰城跡三三

さ んさ ん

重重
じゅうじゅう

櫓櫓
やぐらやぐら

が駅前交番や大型案内標が駅前交番や大型案内標
識に隠れ、見えにくいといった声が寄せられていま識に隠れ、見えにくいといった声が寄せられていま
した。（写真①）した。（写真①）
　このため、駅周辺の景観とまちなみのあり方をテ　このため、駅周辺の景観とまちなみのあり方をテ
ーマに、関係機関の話し合いや景観セミナーなどでーマに、関係機関の話し合いや景観セミナーなどで
検討を重ねてきました。検討を重ねてきました。
　その結果、駅前交番の移転・改修、大型案内標識　その結果、駅前交番の移転・改修、大型案内標識
の撤去、駅プラットホームの屋根の塗り替え、無電の撤去、駅プラットホームの屋根の塗り替え、無電
柱化など、景観に配慮したさまざまな取り組みが行柱化など、景観に配慮したさまざまな取り組みが行
われ、現在は、三重櫓がきれいに眺められるようにわれ、現在は、三重櫓がきれいに眺められるように
なりました。（写真②）なりました。（写真②）

　これからも、三重櫓への眺めを大切にしながら美　これからも、三重櫓への眺めを大切にしながら美
しい駅前の景観をつくっていきましょう。

　

石
仏
（
石
で
つ
く
ら
れ
た
仏
像
）

は
、
屋
外
の
身
近
な
場
所
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
文
化
財
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

寺
院
や
神
社
を
訪
れ
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
石
仏
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
集
落
の
道
端

な
ど
に
も
、
思
い
が
け
ず
古
い
時
代

の
石
仏
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

鹿か

嶋し
ま

神
社
（
大
鹿
島
）
の
境
内
に

あ
る
釈し

ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

は
、
台
座
を
含
め
る

と
高
さ
２
ｍ
ほ
ど
で
、
白
河
の
古
い

石
仏
と
し
て
は
比
較
的
大
型
で
す
。

正し
ょ
う

徳と
く

５
年
（
１
７
１
５
）
に
諸
国
の

寺
社
巡
礼
を
終
え
た
記
念
と
し
て
地

元
民
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、

信
州
高た

か

遠と
お

（
長
野
県
伊い

那な

市
）
の
石

工
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
市
内

の
関か

ん

川せ
ん

寺じ

（
愛あ

た

宕ご

町ま
ち

）
に
も
同
規
模

の
石
仏
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も

高
遠
石
工
の
作
で
す
。
高
遠
石
工
は

優
れ
た
技
術
を
持
ち
、
各
地
に
出
稼

ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

集
落
の
お
堂
や
道
端
で
よ
く
見
か

け
る
石
仏
に
如に

ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

が
あ
り
ま

す
。
片
膝
を
立
て
、
頬
づ
え
を
つ
い

た
優
雅
な
姿
勢
が
特
徴
で
す
。
集
落

の
女
性
が
集
っ
て
飲
食
を
す
る
十じ

ゅ
う

九く

夜や

講こ
う

（
子こ

安や
す

講こ
う

）
を
記
念
し
て
作
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

市
内
で
珍
し
い
石
仏
に
青し

ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

が
あ
り
ま
す
。
６
本
腕
に
憤
怒
の
顔

を
し
た
仏
で
、
台
座
に
三
猿
（
見
ざ

る
・
言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
）
が
い

ま
す
。
庚こ

う

申し
ん

講こ
う

（
暦
上
の
庚
申
の
日

に
集
ま
っ
て
飲
食
を
す
る
行
事
）
の

時
に
作
り
、
厄
除
け
を
祈
願
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
何
気
な
い
道
端
で

も
２
０
０
年
、
３
０
０
年
前
の
歴
史

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

石
造
物
と
「
講
」
と
の
関
係
は
、

ま
た
別
の
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
五
話

路
傍
の
石
仏

お
知
ら
せ

▲青面金剛（表郷梁
や な

森
も り

都
つ

々
つ

古
こ

和
わ

気
け

神社）

写真① 平成22年ごろの様子

写真② 現在の様子

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

▲如意輪観音（大信
隈
く ま

戸
ど

薬
や く

師
し

神社）
▲釈迦如来
　（鹿嶋神社）

　これらの取り
組みが評価され、
平成26年度都
市景観大賞の都
市空間部門で優
秀賞を受賞
しました。

写真を見比べると
違いが分かるね！

13 広報しらかわ　2022. ８（Ｒ4)
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問本庁舎都市計画課　内2232問本庁舎都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.6Vol.6

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

　今月号は「歴史的まちなみ修景事業」をお知ら
せします。
　私たちのまちは、建物のほか、道路や公園、街
路樹などさまざまな要素で構成されています。
　市では、歴史的な建物が数多く存在する旧奥州
街道（現在の国道294号）沿いを、重点的に景観
形成を推進する地区に指定し、さまざまな取り組
みを行っています。
　その一つとして、街道沿いに残る歴史的な建物
と現代の街並みが調和する良好な景観を形成する
ため、景観形成ガイドラインに基づく建物の修景
などに対し費用の一部を補助する「歴史的まちな
み修景事業」に取り組んでいます。

▶補助の対象区域や対象事業など詳
　しくは、市ホームページをご覧くだ
　さい。

　修景事例をご紹介します。
　ビニール製の庇

ひさし

を撤去し、壁は１階
を木板、２階を漆

し っ

喰
く い

調に修景しました。
　勾配の屋根が通りから見えるように
なり、窓には木製の格子を設けるなど、
歴史的な街並みと調和を図りました。

し
ら
か
わ
の
わ
の
わ
の身

近
な
文
化
財

第
六
話

各
地
に
残
る

　
　
　

中
世
城じ

ょ
う

館か
ん

▲冨沢館跡

▲高野館跡

《中世城館位置図》

▲天王館跡

　

市
内
の
お
城
と
言
え
ば
、
小
峰
城

や
白
川
城
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
他
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦

国
時
代
に
か
け
て
、
堀
や
土
塁
（
土

を
盛
り
上
げ
て
作
っ
た
土
手
）
で
築

か
れ
た
城
館
跡
が
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
３

か
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
天て

ん

王の
う

館た
て

跡あ
と

（
表
郷
河か

東と
う

田だ

）】

社や
し
ろ

川が
わ

左
岸
の
独
立
丘
陵
に
位
置
し

ま
す
。
浅
川
や
棚
倉
に
通
じ
る
道
を

見
渡
す
重
要
な
場
所
に
、
曲く

る

輪わ

（
平

場
）
や
空
堀
な
ど
が
東
西
約
１
２
０

ｍ
、
南
北
約
１
６
０
ｍ
の
範
囲
に
残

っ
て
い
ま
す
。
頂
上
部
に
は
主
要
な

曲
輪
が
あ
り
、
曲
輪
を
取
り
巻
く
よ

う
に
空
堀
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
冨と

み

沢ざ
わ

館た
て

跡あ
と

（
大
信
下し

も

小ご

屋や

）】

隈く
ま

戸ど

川が
わ

左
岸
の
丘
陵
に
位
置
し
ま

す
。
曲
輪
や
空
堀
な
ど
が
、
東
西
約

４
２
０
ｍ
、
南
北
約
４
５
０
ｍ
の
範

囲
に
残
っ
て
い
ま
す
。
城
館
と
し
て

は
、
白
河
結ゆ

う

城き

氏
の
本
拠
で
あ
っ
た

白
川
城
に
次
ぐ
規
模
が
あ
り
ま
す
。

【
高こ

う

野や

館た
て

跡あ
と

（
東
栃と

ち

本も
と

）】

矢や

武ぶ

川が
わ

左
岸
の
丘
陵
に
位
置
し
ま

す
。
曲
輪
や
空
堀
な
ど
が
、
東
西
約

３
５
０
ｍ
、
南
北
約
１
９
０
ｍ
の
範

囲
に
残
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
側
か

ら
白
河
に
通
じ
る
重
要
な
地
点
に
築

か
れ
て
い
ま
す
。

　

白
河
の
中
世
に
築
か
れ
た
城
館
の

多
く
は
、
丘
陵
な
ど
の
自
然
地
形
を

利
用
し
、
各
地
へ
通
じ
る
主
要
な
道

を
監
視
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
築
か

れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
約
50
か
所
で
確
認
さ

れ
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
所

に
も
地
域
を
治
め
た
武
士
の
拠
点
の

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

●　城館の位置

お
知
ら
せ

《施工前》 《施工後》
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　今月号は「景観学習事業」をお知らせします。　今月号は「景観学習事業」をお知らせします。
　誇りと愛着を持つことができる美しいまちをつく　誇りと愛着を持つことができる美しいまちをつく
り、育て、次の世代へと伝えていくためには、子どり、育て、次の世代へと伝えていくためには、子ど
もの頃から身近なまちや良好な「景観」に対する興もの頃から身近なまちや良好な「景観」に対する興
味や関心を引き出し、ひとりひとりの景観やまちづ味や関心を引き出し、ひとりひとりの景観やまちづ
くりに対する意識を高めることが必要です。くりに対する意識を高めることが必要です。
　そのため、市では、平成29年度から日本大学工　そのため、市では、平成29年度から日本大学工
学部の協力をいただき、小学生を対象とした「景観学部の協力をいただき、小学生を対象とした「景観
学習事業」に取り組んでいます。学習事業」に取り組んでいます。
　景観学習事業では「気づく」「調べる」「考える」「行　景観学習事業では「気づく」「調べる」「考える」「行
動する」という一連の学習過程を想定し、身近な景動する」という一連の学習過程を想定し、身近な景
観に気づくことに始まり、現在のまちの景観がなぜ観に気づくことに始まり、現在のまちの景観がなぜ
そのようになっているのか調べ、今後、どのようなそのようになっているのか調べ、今後、どのような
まちにしていきたいのか考え、自分でもできる「景まちにしていきたいのか考え、自分でもできる「景
観まちづくり」の具体的な行動につなげていくこと観まちづくり」の具体的な行動につなげていくこと
を目標としています。を目標としています。

問本庁舎都市計画課　内2232問本庁舎都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.7Vol.7

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

～景観学習事業の流れ～～景観学習事業の流れ～

～参加児童の感想～～参加児童の感想～

気づく気づく 調べる調べる 考える考える
まち歩きで気づまち歩きで気づ
いたことを、レいたことを、レ
ポートにまとめポートにまとめ
よう！よう！

行動する行動する
グループで発表グループで発表
しよう！しよう！
景観まちづくり景観まちづくり
に取り組もう！に取り組もう！

⇨ ⇨ ⇨
景観を知ろう！景観を知ろう！
（講義）（講義）
まちを歩こう！まちを歩こう！

※今年度の景観学習事業の様子は、本紙８ページへ

　白河の古い建物や歴史　白河の古い建物や歴史
ある建物を発見することある建物を発見すること
ができてよかったです。ができてよかったです。

　普段は車で気づかずに　普段は車で気づかずに
通り過ぎていたけど、歩通り過ぎていたけど、歩
いてじっくり観察するといてじっくり観察すると
たくさんの景観があってたくさんの景観があって
すごいと思いました。すごいと思いました。

第
七
話

月
待
ち
講

　

現
在
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
町
や
村
に
は

「
講
」
と
呼
ば
れ
る
集
ま
り
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
時
季
に
会
合
な

ど
の
催
し
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
の
一
つ
と
し
て
「
月
待
ち
講
」

が
あ
り
ま
す
。
本
来
は
月
の
出
を
待

ち
、
月
を
拝
む
行
事
で
す
が
、
集
落

で
は
娯
楽
の
集
ま
り
と
し
て
の
意
味

合
い
も
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

比
較
的
盛
ん
だ
っ
た
も
の
と
し
て

「
二
十
三
夜
講
」
が
あ
り
ま
す
。
単

に
「
三
夜
」「
念
三
夜
」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
、
決
め
ら
れ
た
月
の
23
日
に
行

い
ま
す
。
時
季
は
地
域
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
、
10
月
、
11
月
、
12
月
、

あ
る
い
は
毎
月
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
二
十
三
夜
講
は
多
く
の
場
合
、

青
年
た
ち
の
集
ま
り
で
し
た
。
夜
に

集
ま
っ
て
月
を
拝
み
、
餅
を
つ
い
た

り
飲
食
を
と
も
に
し
て
交
流
し
ま
す
。

　

ま
た
「
十
九
夜
講
」
は
、
主
に
女

性
の
集
ま
り
で
し
た
。
安
産
な
ど
を

祈
願
す
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
飲

食
を
し
ま
す
。
地
域
の
女
性
が
集
ま

っ
て
話
す
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
今

で
い
う
女
子
会
の
よ
う
な
楽
し
み
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
前
に
第
五
話
（
８
月
号
）
で
紹

介
し
た
石
仏
は
、
こ
う
し
た
講
の
記

念
と
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。
石
仏

以
外
の
石
造
物
も
、
あ
ち
こ
ち
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

写
真
は
、
市
内
の
鍛
冶
町
に
あ
る

「
二
十
三
夜
塔
」（
二
十
三
夜
講
の
記

念
碑
）
の
拓
本
で
す
。

　

実
物
は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
高
さ
２
m

を
超
え
る
巨
大
な
石
碑
で
す
。
文

字
を
書
い
た
の
は
、
白
河
在
住
の

画
家
・
蒲が

生も
う

羅ら

漢か
ん

（
１
７
８
４
〜

１
８
６
６
）
で
す
。
こ
の
よ
う
な
立

派
な
二
十
三
夜
塔
か
ら
、
地
域
で
講

が
い
か
に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
分
か
り

ま
す
。

　

身
近
な
文
化
財
の
一
つ
と
し
て
、

市
内
に
点
在
す
る
こ
う
し
た
石
造
物

に
も
目
を
と
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▲念三夜（二十三夜）
　碑拓本
（市歴史民俗資料館蔵）

▲第五話はこちら
　（市ホームページ）

問文化財課☎㉗2310
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　今月号は「住民の皆さんが取り組む景観まちづく　今月号は「住民の皆さんが取り組む景観まちづく
り」をテーマにお知らせします。り」をテーマにお知らせします。
　良好な景観づくりには、そこに暮らす皆さんの景　良好な景観づくりには、そこに暮らす皆さんの景
観に対する理解とまちづくりへの積極的な関わりが観に対する理解とまちづくりへの積極的な関わりが
欠かせません。欠かせません。
　現在、市内５地区でまちの特性を　現在、市内５地区でまちの特性を生生
かした良好な景観をつくるため「景観かした良好な景観をつくるため「景観
まちづくり協定」が結ばれています。まちづくり協定」が結ばれています。
住民の皆さんの話し合いで、建物の新住民の皆さんの話し合いで、建物の新
築や改修を行う際の建物の高さや壁面築や改修を行う際の建物の高さや壁面
の位置、屋根の形状、色彩などの基準の位置、屋根の形状、色彩などの基準

を決め、周辺環境と調和した景観づくりに取り組んを決め、周辺環境と調和した景観づくりに取り組ん
でいます。でいます。
　建物の修景整備だけでなく、まちを彩る植栽や地　建物の修景整備だけでなく、まちを彩る植栽や地
域の清掃活動など、日々の暮らしに根ざした地道な域の清掃活動など、日々の暮らしに根ざした地道な
活動も景観づくりにつながります。活動も景観づくりにつながります。
　皆さんのまちでも、身近なところから景観づくり　皆さんのまちでも、身近なところから景観づくり
に取り組んでみませんか。に取り組んでみませんか。

問本庁舎都市計画課　内2232問本庁舎都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.8Vol.8

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中おすすめ景観募集中！！
　日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観
をインスタグラムで教えてください。をインスタグラムで教えてください。
※詳しくは市ホームページへ※詳しくは市ホームページへ

第
八
話

ム
ジ
ナ
ブ
チ

　

秋
の
行
事
の
一
つ
に
「
ム
ジ
ナ
ブ

チ
」
と
呼
ば
れ
る
少
し
変
わ
っ
た
名

前
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ム
ジ
ナ
ブ
チ
」
に
は
、
収
穫
に

感
謝
す
る
意
味
合
い
や
、
畑
を
荒
ら

す
モ
グ
ラ
な
ど
を
追
い
払
う
意
味
合

い
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
旧
暦
の

10
月
10
日
（
ま
た
は
９
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
五
箇
地
区
の
舟ふ

な

田だ

・
田た

島じ
ま

入い
り

方か
た

や
本も

と

沼ぬ
ま

、
表
郷
地
域
の
深ふ

か

渡あ

戸ど

な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
は
よ
り
広
い
地
域
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

行
事
の
呼
び
名
は
、
地
域
に
よ
っ

て
「
ム
ジ
ナ
ブ
チ
」「
ド
ウ
ラ
ン
ブ
チ
」

「
ド
ッ
タ
ラ
ブ
チ
」「
舞
い
込
ん
だ
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
内
容
は
お

お
よ
そ
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
主
役
と
な
り
ま
す
。
家
々
を
回

っ
て
は
、
決
ま
っ
た
文
句
を
唱
え
な

が
ら
棒
を
地
面
に
叩た

た

き
つ
け
る
と
い

う
一
風
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
使
わ
れ
る
棒
は
「
ブ
チ
ボ

ウ
」
な
ど
と
い
い
、
稲
わ
ら
の
束
に

ミ
ョ
ウ
ガ
や
芋
が
ら
な
ど
を
入
れ
て

縄
で
固
く
縛
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
家
を
回
る

際
に
は
、
ま
ず
家
の
人
に
声
を
か
け

て
か
ら
、
玄
関
先
で
決
ま
っ
た
文
句

を
唱
え
な
が
ら
、
ブ
チ
ボ
ウ
で
地
面

を
叩
き
ま
す
。

　

唱
え
る
内
容
は
、
地
域
ご
と
に
少

し
ず
つ
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
本

沼
地
区
で
行
わ
れ
る
「
舞
い
込
ん
だ
」

で
は
「
舞
い
こ
ん
だ
舞
い
こ
ん
だ
、

福
の
神
が
舞
い
こ
ん
だ
、
大
麦
小
麦
、

三
角
そ
ば
あ
た
れ
、
福
の
神
さ
ず
け
」

と
唱
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
家
の
人
か
ら
餅
や
お
金

を
受
け
取
り
、
集
め
た
お
金
は
あ
と

で
分
け
合
っ
た
り
、
子
ど
も
会
の
催

し
に
使
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
く
似
た
行
事
は
、
北
関

東
や
長
野
に
も
伝
わ
っ
て
お
り
「
十と

お

日か
ん

夜や

」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
身
近
な
文
化
財
の
中
に
は
、

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
重
要
な

役
割
を
担
う
年
中
行
事
も
あ
り
ま
す
。

▲「舞い込んだ」（本沼地区）

▲「舞い込んだ」で使われる
　ブチボウ
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▷金屋町谷津田川せせらぎ通り景観協定
▷白河城下景観まちづくり協定
▷白河門前通り景観まちづくり協定
▷横町景観まちづくり協定
▷田町景観まちづくり協定

景観まちづくり協定締結地区
WORK　SHOP!!

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

谷
や

津
ん

田
た

川
がわ

せせらぎ通り
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し
ら
か
わ
の
わ
の
わ
の身

近
な
文
化
財

問本庁舎都市計画課　内2232問本庁舎都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.9Vol.9

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中！
日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観

をインスタグラムで教教教教えてください。をインスタグラムで教教教教えてください。
※詳しくは市ホームペムペムペムペペページージージジへ※詳しくは市ホームペムペムペムペムペムページジジジジへ

▲おめでたい鶴亀の絵の掛軸
　（市歴史民俗資料館蔵）
※作者の蒲

が

生
も う

羅
ら

漢
か ん

は、江戸時代
　後期の白河の画家で、地元に
　多くの作品を残しました。

問文化財課☎㉗2310

　今月号は、景観啓発の取り組みをお知らせします。　今月号は、景観啓発の取り組みをお知らせします。
　11月６日に、親子景観学習「しらかわ景観探検隊」　11月６日に、親子景観学習「しらかわ景観探検隊」
を開催しました。を開催しました。
　これは、次の世代を担う皆さんに景観に興味や関　これは、次の世代を担う皆さんに景観に興味や関
心を持ってもらうことを目的に、日本大学工学部の心を持ってもらうことを目的に、日本大学工学部の
協力のもと、市内の小学４年生から６年生の児童と協力のもと、市内の小学４年生から６年生の児童と
保護者を対象に初めて実施したものです。保護者を対象に初めて実施したものです。
　隊員に任命された参加者は、景観マップをもとに、　隊員に任命された参加者は、景観マップをもとに、
白河駅や旧脇本陣柳屋旅館蔵座敷、白河ハリストス白河駅や旧脇本陣柳屋旅館蔵座敷、白河ハリストス
正教会などのチェックポイントを巡り、そこで出題正教会などのチェックポイントを巡り、そこで出題
される景観クイズに挑戦するなど、楽しみながら白される景観クイズに挑戦するなど、楽しみながら白
河の景観を学びました。河の景観を学びました。
　白河には、歴史的な建物や豊かな自然など、素敵　白河には、歴史的な建物や豊かな自然など、素敵
な景観資源が数多くあります。皆さんもまち歩きをな景観資源が数多くあります。皆さんもまち歩きを
して、お気に入りの景観を見つけてみませんか。して、お気に入りの景観を見つけてみませんか。

第
九
話

第
九
話

　

床
の
間
と

床
の
間
と

　
　
　

　
　
　

 

文
化
財

文
化
財

　

年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
家
の
大
掃

除
を
行
う
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　

　

日
頃
使
っ
て
い
な
い
蔵
や
物
置
を

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
中
に
は
古
い
品

物
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
も

の
の
中
に
、
身
近
な
文
化
財
が
眠
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
祖
や
昔
の
家
業
に
つ

い
て
書
か
れ
た
書
き
付
け
（
古
文
書
）

や
、
床
の
間
に
飾
っ
て
い
た
掛
軸
な

ど
で
す
。

　

床
の
間
に
は
、
地
元
ゆ
か
り
の
画

家
や
書
家
の
掛
軸
を
掛
け
た
り
調
度

品
を
飾
り
、
日
々
の
暮
ら
し
の
彩
り

と
し
て
い
た
家
庭
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
生
活
の
現
代
化
が

進
む
と
と
も
に
、
床
の
間
や
和
室
自

体
を
作
ら
な
い
家
も
増
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
昔
な
が
ら
の
調
度
品
が
眠

っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

床
の
間
に
は
、
ど
う
い
っ
た
掛
軸

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
家
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
例
え
ば
、
お
正
月
に
は
松

竹
梅
や
鶴
亀
な
ど
縁
起
の
よ
い
絵
を

飾
り
、
桃
の
節
句
に
は
桃
の
花
や
ひ

な
人
形
の
絵
を
飾
り
ま
す
。
あ
る
い

は
桜
や
紅
葉
な
ど
、
季
節
の
草
花
の

絵
を
飾
り
ま
す
。
ま
た
、
家
の
守
り

と
し
て
「
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

」
な
ど
の
神

号
を
書
い
た
も
の
や
、
商
売
繁
盛
を

願
う
恵
比
寿
大
黒
の
絵
な
ど
を
飾
り
、

家
内
の
厄
除
け
や
繁
栄
を
願
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
美
術
品
で
あ
る
と
と

も
に
、
家
の
歴
史
を
物
語
る
資
料
で

も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
そ
う
い
っ
た

も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

家
の
歴
史
や
か
つ
て
の
家
の
様
子
を

振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　お天気も紅葉も　お天気も紅葉も
きれいで楽しかった。きれいで楽しかった。

　協定をつくって市の　協定をつくって市の
景観を良くしようとし景観を良くしようとし
ていることが分かった。ていることが分かった。

　身近に福島県指定　身近に福島県指定
重要文化財が色々あ重要文化財が色々あ
って、もっとよく見って、もっとよく見
てみたいと思った。てみたいと思った。

しらかわ景観探検隊員の声しらかわ景観探検隊員の声

　白河駅は　白河駅は
木造でできていた。木造でできていた。

　木の看板の　木の看板の
お店が多かった。お店が多かった。

　自分が住んでいる市だ　自分が住んでいる市だ
けど、知らないことがまけど、知らないことがま
だまだたくさんあった。だまだたくさんあった。
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し
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近
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　今月号は「屋外広告物」をお知らせします。
　私たちの住むまちには、ポスターや立看板、広告
板など、さまざまな屋外広告物が表示されています。
　屋外広告物は、私たちの生活に必要な情報を提供
する重要な情報源であるとともに、まちに賑

に ぎ

わいや
活気をもたらします。しかし、無秩序に数多く表示
されると、情報が的確に伝わらなかったり、美しい
景観が損なわれたりするおそれがあります。また、
適切な維持管理が行われないと、落下や倒壊などに
より人々に危険がおよぶことも考えられます。
　市では、良好な景観の形成や屋外広告物の安全性
の確保を図るため、平成28年に市独自の屋外広告
物条例を施行しました。現在は、条例に基づき、地
域の特性に合ったよりきめ細やかな規制・誘導を行
っています。

問都市計画課　内2232問都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.10Vol.10

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中！
日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観

をインスタグラムで教教教教えてください。をインスタグラムで教教教教えてください。
※詳しくは市ホームペムペムペムペペページージージジへ※詳しくは市ホームペムペムペムペムペムページジジジジへ

▲露出した岩盤
　（羅漢山石切丁場）

◀岩盤の矢穴

第
十
話

第
十
話

　

白
河
石
と

白
河
石
と

　
　
　
　

    

石石い
し
い
し

切切き
り
き
り

丁丁ち
ょ
う

ち
ょ
う

場場ばば

　

市
内
で
は
、
通
称
『
白
河
石
』
と

呼
ば
れ
る
石
材
が
露
出
す
る
所
が
数

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
白
河
石
の
正
式

名
称
は
、
安あ

ん

山ざ
ん

岩が
ん

質し
つ

溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

と

言
い
、
柔
ら
か
く
加
工
し
や
す
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

白
河
石
は
、
古
墳
の
石
室
や
石
碑

な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
た
ほ
か
、
身

近
な
石
造
物
の
材
料
と
な
る
な
ど
、

白
河
の
歴
史
や
文
化
と
深
い
か
か
わ

り
が
あ
り
ま
す
。

　

白
河
の
ま
ち
の
中
心
的
な
文
化
財

で
あ
る
小
峰
城
の
石
垣
に
お
い
て
も
、

膨
大
な
量
の
白
河
石
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

石
垣
の
石
材
は
「
石
切
丁
場
」
と

呼
ば
れ
る
採
掘
場
か
ら
「
矢
」
と
呼

ば
れ
る
く
さ
び
で
割
ら
れ
、
小
峰
城

に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
石
を
割
っ

た
際
に
つ
い
た
矢
の
痕
（
矢や

穴あ
な

）
は
、

石
垣
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
峰
城
の
石
切
丁
場
と
し
て
は
、

記
録
に
文も

ん

珠じ
ゅ

山や
ま

と
羅ら

漢か
ん

山や
ま

が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
文
珠
山
は
山
全
体
の
石

材
が
切
り
出
さ
れ
、
地
名
に
名
残
を

留
め
る
の
み
で
す
が
、
羅
漢
山
で
は
、

南
側
斜
面
の
岩
盤
や
落
下
し
て
い
る

石
に
、
矢
穴
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

近
代
に
入
っ
て
も
、
白
河
の
産
業

と
し
て
白
河
石
の
採
掘
が
続
き
、
白

河
駅
・
久
田
野
駅
か
ら
全
国
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
、
建
物

の
土
台
な
ど
の
材
料
と
し
て
幅
広
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
河
石
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市

内
各
所
に
使
わ
れ
、
白
河
の
風
景
の

一
部
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【現状】

　近年、老朽化や台風などの自然災害による屋外広告物　近年、老朽化や台風などの自然災害による屋外広告物
の落下事故が全国的に発生しています。の落下事故が全国的に発生しています。
　屋外広告物を設置している皆さんは、定期的に安全点　屋外広告物を設置している皆さんは、定期的に安全点
検を行うなど、適切な維持管理をお願いします。検を行うなど、適切な維持管理をお願いします。

【改善例】

　広告物の形態や色
彩を工夫すると、すっ
きりした印象に！

　鮮やかな色彩を避
けるだけで、落ち着
いた印象に！

▲▲▲▲▲

◀◀◀◀◀◀◀◀◀

15 広報しらかわ　2023. １（Ｒ5)
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問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

矢穴矢穴

拡大拡大

文珠山文珠山

羅漢山石切丁場羅漢山石切丁場
※範囲内に点在※範囲内に点在小峰城跡小峰城跡

屋外広告物の改善例屋外広告物の改善例屋外広告物の改善例屋外広告物の改善例

適切な維持管理のお願い適切な維持管理のお願い適切な維持管理のお願い適切な維持管理のお願い
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問都市計画課　内2232問都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.11Vol.11

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～ おすすめ景観募集中！
日常生活で見つけた白河のおすすめ景観日常生活で見つけた白河のおすすめ景観

をインスタグラムで教教教教えてください。をインスタグラムで教教教教教えてください。
※詳しくは市ホームペムペムペムペペページージージジへ※詳しくは市ホームペムペムペムペムペページジジジジへ

▶（
図
１
）
建け

ん

長ち
ょ
う

の
板
碑

　
（
大
信
中
新
城
字
入
塩
沢
）

　今月号は「生活景」をお知らせします。
　白河の景観といえば、小峰城跡や南湖公園、白河
関跡などの歴史景観のほか、権太倉山や関山など緑
豊かな自然景観などを思い浮かべる方が多いかもし
れません。では、皆さんがお住まいの地域の景観と
いえば、どのような風景を思い浮かべるでしょうか。
懐かしさを感じる田んぼのあぜ道、ほっとする落ち
着いた街並み、わくわくする路地裏など、それぞれ
心に刻まれた風景があるのではないでしょうか。
　地域の景観は、これまでの歴史や文化、人々の暮
らしぶりにより生み出され、長い年月をかけてはぐ
くまれてきたもので、このような地域に根差した身
近な景観を「生活景」と表現することがあります。
　生活景は、あまりにも身近すぎて価値を認識しづ
らいものですが、地域の魅力や個性を表現するとて
も重要なものです。

　皆さんもぜひ地域を歩いて、お気に入りの景観を
見つけてみませんか。

▶（
図
２
）
石
阿
弥
陀
の
板
碑

　
　
　
　
　
（
白
坂
石
阿
弥
陀
）

第
十
一
話

第
十
一
話

　

板板い
た
い
た

碑碑びび

と
信
仰

と
信
仰

城じ
ょ
う

に
所
在
す
る
も
の
で
す
（
図
１
）。

碑
面
中
央
に
梵
字
（
胎た

い

蔵ぞ
う

界か
い

大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

）
を
配
し
、
そ
の
下
部
に
建
長
８

年
（
１
２
５
６
）
と
刻
ま
れ
て
お
り
、

鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
板
碑
は
、
ど
の

よ
う
な
意
図
で
建
立
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
現
在
の
「
卒そ

塔と
う

婆ば

」

の
よ
う
な
も
の
で
、
死
者
の
菩ぼ

提だ
い

を

弔
う
た
め
や
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し

た
行
為
に
よ
り
建
立
者
が
功
徳
を
積

み
死
後
、
極
楽
往
生
す
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

白し
ら

坂さ
か

石い
し

阿あ

弥み

陀だ

に
所
在
す
る
板
碑

（
図
２
）
の
よ
う
に
、
建
立
後
そ
の

土
地
の
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
現
在
も
地
域
の
人
々

に
よ
り
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
河
市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
石

造
物
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一

つ
に
、
板
碑
が
あ
り
ま
す
。
板
碑
は
、

石
製
の
塔と

う

婆ば

で
す
。
主
に
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時
代
に
、
関
東
地
方
を
中

心
に
全
国
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
見
ら
れ
る
板
碑
は
、
白
河

石
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
、
形
状
は
、

三
角
形
の
頭
部
の
下
に
、
二
条
の
溝

を
配
し
、
こ
の
部
分
が
碑
面
よ
り
も

前
に
張
り
出
す
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

碑
面
中
央
に
は
、
梵ぼ

ん

字じ

（
種
字
）
と

呼
ば
れ
る
、
仏
・
菩ぼ

薩さ
つ

な
ど
を
一
字

で
記
し
た
も
の
を
彫
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、
中
に
は
梵
字
の
代
わ
り
に

仏
・
菩
薩
を
線
刻
な
ど
で
表
し
た
も

の
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

梵
字
の
下
に
は
、
建
立
年
・
供
養
者

名
と
考
え
ら
れ
る
人
物
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
最
古
の
板
碑
は
、
大た

い

信し
ん

中な
か

新し
ん

インスタグラムにインスタグラムに

お寄せいただいたお寄せいただいた

身近なおすすめ景観身近なおすすめ景観
をご紹介します。をご紹介します。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０
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し
ら
か
わ
の
わ
の
わ
の身

近
な
文
化
財

問都市計画課　内2232問都市計画課　内2232
景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信景観まちづくり通信Vol.12Vol.12

～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～～白河の景観を守り・つくり・育てる～

第
十
二
話

第
十
二
話

　

ひ
な
人
形
の

ひ
な
人
形
の

　
　

種
類
と
流
行

　
　

種
類
と
流
行

江
戸
時
代
の
享
保
年
間
（
１
７
１
６

〜
３
６
）
の
頃
か
ら
作
ら
れ
は
じ
め

た
こ
と
が
由
来
と
い
わ
れ
ま
す
。
古

今
雛
が
主
流
に
な
っ
て
も
一
定
の
需

要
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
江
戸
時
代

の
終
わ
り
ま
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
代
に
な
る
と
、
一
部
地
域
で
一

般
的
だ
っ
た
様
式
が
全
国
に
流
行
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
か
ら
流
行
し
た
段
飾
り
と
は

別
に
、
関
西
で
は
雛
人
形
を
木
組
み

の
建
物
の
中
に
入
れ
て
飾
る
「
源げ

ん

氏じ

枠わ
く

飾か
ざ

り
」
と
い
う
形
も
一
般
的
で
し

た
。
こ
の
流
れ
を
く
む
「
御ご

殿て
ん

雛び
な

」

が
昭
和
30
年
代
前
後
に
は
東
日
本
の

各
地
ま
で
広
が
り
、
白
河
で
も
多
く

飾
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ひ
な
人
形
に
も
時

代
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
の
家
の
歴
史
や
思
い
出
を
語

る
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

３
月
３
日
は
「
桃
の
節
句
」。
ひ

な
人
形
を
飾
り
、
女
の
子
の
幸
福
を

祈
る
日
で
す
。
現
在
、
家
庭
で
飾
ら

れ
る
ひ
な
人
形
も
、
代
々
伝
わ
る
も

の
か
ら
最
近
購
入
し
た
も
の
ま
で
さ

ま
ざ
ま
と
思
い
ま
す
が
、
ひ
な
人
形

に
も
時
代
ご
と
の
流は

や行
り
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
の
ひ
な
人
形
は
一
般
に
「
古こ

今き
ん

雛び
な

」
の
流
れ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ひ
な
人
形
は
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の

目
を
入
れ
た
写
実
的
な
顔
立
ち
と
豪

華
な
衣
装
が
特
徴
で
、
１
８
０
０
年

前
後
か
ら
江
戸
で
発
展
し
、
関
西
で

も
流
行
し
ま
し
た
。

　

古
今
雛
以
前
に
庶
民
に
好
ま
れ
た

の
が
い
わ
ゆ
る
「
享き

ょ
う

保ほ
う

雛び
な

」
で
、
女

雛
の
着
物
の
裾
が
綿
を
入
れ
て
大
き

く
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
、
男
雛
の
袖

が
左
右
に
つ
っ
ぱ
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。
名
称
の
「
享
保
」
は
、

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０ ▲御殿雛（昭和30～40年代）

▲古今雛（江戸時代後期）

▲享保雛（江戸時代後期、
　天神町・安田家旧蔵）

愛着と誇りを持てる美しいまちをつくることにつな
がります。
　景観は、そこで暮らす皆さんの共有の財産です。
市民の皆さん、事業者の皆さん、行政がそれぞれの
役割分担のもと、協力して身近な景観まちづくりに
取り組み、美しい「ふるさと白河」を築いていきま
しょう。

　シリーズ最終回の今回は「今日からできる身近な
景観まちづくり」をお知らせします。
　一年を通して、景観まちづくりの必要性、地区の
住民や行政による具体的な取り組みをお知らせして
きましたが、景観まちづくりは、建物の整備など大
がかりなものだけでなく、私たち一人ひとりの小さ
な取り組みがとても大切です。
　例えば、庭先の木や花の手入れをする、家のまわ
りのごみ拾いをする、
まちを散歩して身近
な風景に興味を持つ
など、それ自体は小
さな取り組みかもし
れませんが、日々の
積み重ねやまち全体
への広がりにより、

おすすめ景観募集中！
日常生活で見つけた白河のおすすめすめめめめすめめめめめめめ景観観観景観景観景観景観観景景観景景景景

をイをイをイをイをイをイをイををイををイをイををイをををイをインスンススンスススンススンスンスンスンスンススンスンスタグタググググタグタグググタグタグタグタグタタグラムラムラムラムラムラムラムララムラムララムララムラムラムラムラムラララ で教で教でで教で教教で教で教で教教教で教教で教ええてえてえてえええてえてえてえてえてえてえてえてえてくだくだくだくだくくだくだくだくだくだくだくだくだくだくくださいさいさいさいさいさいいさいささささささ 。。。。。。
※詳※詳※詳※詳※詳※詳※詳※詳※詳※詳※詳※詳※※※ しくしくしくしくしくしくしくしくしくししくしくは市は市は市は市は市は市は市は市は市市は市は市は市は市市ホーホーホーホーホーホーホーホーホホホホ ムペムペムペムペムペムペムペムペムペムペペムペムペムペムペページージージージージージーージージジージジへへへへへへ

市民

事業者行政

協働による
景観まちづくり
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館
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
絵
は
が
き

を
売
る
店
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
絵

は
が
き
は
訪
問
の
記
念
と
な
る
お
土

産
で
あ
り
、
地
元
に
持
ち
帰
っ
た
後

の
宣
伝
効
果
も
期
待
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
古
写
真
や
絵
は
が
き

は
、
白
河
の
歴
史
文
化
を
知
る
た
め

の
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
ま
す
。

　

も
し
も
家
の
中
で
見
つ
け
た
ら
、

大
事
に
保
管
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
提
供
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
し
ら
か
わ
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
、
昔
の
白
河
の
写
真
絵

は
が
き
の
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
白
河
の
様
子
を
あ
り
の

ま
ま
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
資
料
と

い
え
ば
、
古
写
真
や
写
真
絵
は
が
き

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
期
以
前
に
は
、
ま
だ
貴
重
な
も
の

で
し
た
。
そ
の
頃
の
写
真
は
、
家
族

や
学
校
の
集
合
写
真
な
ど
大
切
な
人

の
姿
を
留
め
た
も
の
が
多
く
、
写
真

１
の
よ
う
な
ま
ち
な
み
の
風
景
を
収

め
た
も
の
は
１
０
０
年
前
、
あ
る
い

は
50
年
前
の
も
の
で
あ
っ
て
も
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

絵
は
が
き
は
、
私
製
は
が
き
が
認

め
ら
れ
た
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）

以
降
に
流
行
し
ま
し
た
。
写
真
２
は
、

南
湖
公
園
の
写
真
絵
は
が
き
で
す
。

　

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）、
南
湖

公
園
は
国
の
史
跡
名
勝
と
な
り
、
訪

問
客
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
湖
畔
に
軒
を
並
べ
る
茶
店
や
旅

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

▲写真１
昭和30～40年代の本町（突きあた
りが大坂屋商店・現在のマイタウン）
　（鈴

すず

木
き

茂
しげる

氏撮影・鈴
すず

木
き

良
よし

和
かず

氏寄贈、
　歴史民俗資料館蔵）

▲写真２
　昭和初期の南湖公園写真絵はがき
　（歴史民俗資料館蔵）

し
ら
か
わ
の

身
近
な
文
化
財

第
十
三
話

第
十
三
話

　

家
に
あ
り
そ
う
な
文
化
財
①

家
に
あ
り
そ
う
な
文
化
財
①

　
　

古
写
真
・
絵
は
が
き

　
　

古
写
真
・
絵
は
が
き
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　両校（白河実業高校・塙工業高校）の校章を組み
合わせたデザインになっています。

問白河実業高校☎㉔1176問白河実業高校☎㉔

新生
Vol.2

～野菜の苗販売を行います～
　地域の皆さまに好評をいた
だいている野菜苗を準備しま
した。
〇販売開始日　５月８日㈪
〇時間　午前９時～午後３時
※平日のみ（完売次第終了）
〇会場　白河実業高校農場

　４月10日に開校
式が挙行されました。
（写真は校旗授与の
様子）

　４月11日に入学式が
挙行され、176名の新入
生が入学しました。

　４月12日に対面式が
挙行されました。これか
らの生徒の活躍を期待し
ています。

～新しい校章～

白河実業高校 塙工業高校
旧校章
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た
め
に
地
元
住
民
が
建
て
た
石
碑
が

並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、
小
田
川

の
宝ほ

う

積せ
き

院い
ん

や
白
坂
の
観か

ん

音の
ん

寺じ

、
表
郷

金
山
の
正し

ょ
う

金き
ん

寺じ

や
東
釜
子
の
長ち

ょ
う

伝で
ん

寺じ

な
ど
市
内
各
地
域
の
寺
院
に
も
、
墓

や
供
養
碑
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
激
戦
地
と
な
っ
た
稲
荷
山

の
ふ
も
と
に
あ
る
会
津
藩
戦
死
者
の

墓
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
道

路
を
挟
ん
で
新
政
府
軍
の
長
州
・
大

垣
藩
士
の
墓
が
あ
り
、
両
軍
の
碑
が

向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
、

ど
ち
ら
も
分
け
隔
て
な
く
供
養
さ
れ

て
お
り
、
今
で
も
墓
前
に
花
が
手
向

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
石
碑
の
中
に
は
、
田
ん

ぼ
の
隅
や
何
気
な
い
道
ば
た
に
立
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
見
つ
け

た
際
に
は
足
を
止
め
、
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）、
旧
幕

府
軍
と
新
政
府
軍
の
間
で
戊
辰
戦
争

が
勃
発
し
、
白
河
で
は
旧
暦
の
閏う

る
う

４

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
「
白
河
口
の

戦
い
」
と
呼
ば
れ
る
激
し
い
戦
闘
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
い

で
、
両
軍
合
わ
せ
て
千
人
を
超
え
る

死
傷
者
が
出
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
の
後
、
各
地
に
戦
死
者
を
弔

う
た
め
の
墓
や
供
養
碑
・
慰
霊
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
の
長ち

ょ
う

寿じ
ゅ

院い
ん

に
あ
る
新
政
府
軍
戦
死
者
墓
所
や
、

南
湖
公
園
の
共
楽
亭
そ
ば
に
あ
る
棚

倉
藩
士
の
鎮ち

ん

英え
い

魂こ
ん

碑ひ

な
ど
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
多

く
の
墓
や
供
養
碑
が
現
存
し
て
お
り
、

市
内
だ
け
で
合
計
１
０
０
基
以
上
を

数
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
奥
州
街
道
と
会
津
街
道

の
分
岐
点
で
あ
る
女
石
の
交
差
点
付

近
に
は
、
旧
仙
台
藩
士
を
弔
う
供
養

碑
と
、
周
辺
で
亡
く
な
っ
た
名
前
の

分
か
ら
な
い
武
士
た
ち
を
供
養
す
る

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

▲仙台藩士供養碑（女石）

▲道路を挟んで向かい合う会津藩
　戦死墓と長州・大垣藩士墓（松並）

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
ののののののののの

か
わわわわわわ
ののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
十
四
話

第
十
四
話

道
ば
た
に
眠
る
歴
史
①

道
ば
た
に
眠
る
歴
史
①

　

戊戊ぼぼ

辰辰し
ん
し
ん

戦
争
の
墓
・
供
養
塔

戦
争
の
墓
・
供
養
塔

長州・大垣
藩士墓会津藩戦死墓
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　　各科紹介① 機械科（本校舎）
　機械科では、旋盤や溶接などの機械加工に関す
る知識や技術を学んでいます。また「SDGsもの
づくり」をテーマに、廃材を再利用した学習を行っ
たり、南湖公園へのごみ集積ボックス配置に関する
研究にも継続的に取り組んでいます。

▲今年着任の教諭と女子生　　　
　徒たちの実習風景

▲ごみ集積ボックス
　制作メンバー

大
お お

髙
た か

勇
ゆ う

誠
せ い

 さん

▷勤務先
　信越半導体㈱白河工場

地域で輝く卒業生

（令和４年度 機械科卒）

　現在、ウェーハ製造一課のメンテナンス工程という
職場で、機械の基本的な操作を学び、経験を積ませて
もらっています。手順を守らないと危険な作業もあり、
ミスをしない工夫や安全に業務を進めるために必要な
心構えなど、機械科で学んだことが生きています。
この会社に就職したいと思ったきっかけは、半導体の

素となるシリコンウエハーの売り上げが１位でありなが
ら、お客様のために商品の改良や新商品の設計を続けて
いるところにこだわりや努力を感じたことです。
　高校在学中、楽しかったのは課題研究です。失敗も
多かったですが、友達と協力して一つの作品を作るこ
とに夢中になったのを覚えています。また、機械科で
しか取れない資格の取得など、ほかでは経験できない
作業に打ち込みました。
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な
ど
で
み
ら
れ
ま
す
。
同
様
の
信
仰

は
関
東
地
方
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
元
は
関
東
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

中
通
り
南
部
で
は
、
天
道
念
仏
に

踊
り
を
ま
じ
え
た
天
道
念
仏
踊
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
例
は
、

福
島
県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る

関
辺
の
さ
ん
じ
も
さ
踊
で
す
。

　

他
に
も
、
表
郷
河か

東と
う

田だ

の
テ
ン
ト

念
仏
や
東
板
倉
の
阿あ

弥み

陀だ

様
（
天
道

念
仏
）
な
ど
が
今
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
踊
り
を
伴
わ
な

い
形
で
、
輪
に
な
っ
て
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
す
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
夏
の
お
祭
り
も
、
地
域

の
歴
史
を
物
語
る
大
切
な
文
化
財
と

い
え
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

天
道
念
仏
は
、
地
域
の
夏
の
風
物

詩
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

文
化
11
年
（
１
８
１
４
）
の
記
録

で
あ
る
「
奥お

う

州し
ゅ
う

白し
ら

川か
わ

風ふ
う

俗ぞ
く

問と
い

状じ
ょ
う

答こ
た
え

」

に
よ
れ
ば
、
農
村
で
は
６
月
に
雨
が

降
り
続
い
た
と
き
、
晴
天
を
願
っ
て

神
社
に
参
拝
し
、
大
勢
で
鉦し

ょ
う

や
太
鼓

を
鳴
ら
し
て
一
日
中
念
仏
を
唱
え
、

輪
に
な
っ
て
め
ぐ
り
な
が
ら
天
道
（

太
陽
の
正
常
な
運
行
）
を
祈
っ
た
と

い
い
、
こ
れ
ら
を
天
道
念
仏
と
称
し

て
い
ま
す
。

　

天
候
の
安
定
は
、
農
作
物
の
収
穫

に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
で
す
。
農
村

で
は
こ
う
し
た
行
事
を
代
々
継
承
し

な
が
ら
豊
作
を
、
ひ
い
て
は
村
の
繁

栄
を
祈
念
し
て
き
ま
し
た
。

　

天
道
念
仏
は
、
福
島
県
内
で
は
本

市
の
ほ
か
、
郡
山
市
・
矢
吹
町
・
小

野
町
・
鮫
川
村
・
古
殿
町
・
浅
川
町

▲関辺のさんじもさ踊
　毎年７月の第一日曜日に関辺の八

はち

幡
まん

神
社にて行われます。

▲東板倉の阿弥陀様（天道念仏）
　毎年６月に板倉の集会場にて行われます。
阿弥陀様（板碑）に拝礼し、太鼓を叩

たた

きます。

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
ののののののののの

か
わわわわわわ
ののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財
第
十
五
話

第
十
五
話

　

天天て
ん
て
ん

道道と
う
と
う

念念ね
ん
ね
ん

仏仏ぶ
つ
ぶ
つ
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　　各科紹介② 電気科
　電気科では、電気に関する基本的知識や、技術技
能の習得に力を入れています。実習では電気技術者
に欠かせない体験的な内容を多く取り入れています。
多くの生徒が国家資格に挑戦し「第一種、第二種電
気工事士試験」に合格しています。資格をいかせる
各種電力会社、電気工事関連会社、電気保全関連会
社などの就職に有利であると同時に、地元企業にも
多くの生徒が就職しています。

地元の電気工事関係者との交流事業の様子

高
た か

橋
は し

治
は る

生
き

 さん

▷勤務先
　東陽電気工事㈱

地域で輝く卒業生

（令和４年度 電気科卒）

　私は、今年の4月から東陽電気工事㈱に入社しました。
　学校生活を振り返り、資格取得や電気の基礎など学べ
たことが今の成長に繋がっていると実感しています。電
気業界では、仕事に必要な資格が多々ありますが「第二
種電気工事士」という国家資格を取得した状態で社会人
のスタートをきれたことが非常に大きく感じます。資格
取得には、授業や放課後の課外活動などサポートが充実
しており、安心して学べる環境が整っていました。
　社会人となり、先輩方から「様々な視点から物事を見
ることが重要だ」とご指導をいただきます。高校で基礎
を習得したことで、現場では状況を冷静かつ正確に把握
し柔軟に対応できていると感じます。今はまだ成功と失
敗を繰り返す日々ですが、当社では「安心して失敗でき
る環境」がコンセプトの研修棟が完備されていますので、
恵まれた環境の中、成長できるよう精一杯頑張ります。
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越
後
か
ら
移
住
す
る
者
が
増
え
る
と
、

越
後
風
の
踊
り
も
流
行
し
た
と
い
い

ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
本
沼
、
表
郷
竹

ノ
内
・
梁や

な

森も
り

、
大
信
中
新
城
、
東
釜

子
な
ど
の
地
域
で
盆
踊
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
広
場
の
中

央
に
櫓や

ぐ
ら

を
組
み
、
そ
の
上
で
若
者
が

絶
え
ず
太
鼓
を
打
ち
続
け
ま
す
。
地

域
に
よ
り
、
笛
や
唄
が
入
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
参
加
者
は
櫓
の
周
り
で

輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
お
盆
に
関
す
る
風

習
や
行
事
は
昔
な
が
ら
の
や
り
方
が

今
に
続
い
て
い
る
も
の
も
多
く
、
身

近
な
文
化
財
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

お
盆
は
、
祖
先
の
霊
を
供
養
し
、

こ
れ
を
送
る
た
め
の
行
事
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
記
録
『
奥お

う

州し
ゅ
う

白し
ら

川か
わ

風ふ
う

俗ぞ
く

問と
い

状じ
ょ
う

答こ
た
え

』
に
よ
れ
ば
、
白
河
地
方

の
お
盆
は
江
戸
と
同
様
の
形
で
行
わ

れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

盆
棚
を
作
っ
て
餅
や
団
子
を
供
え
、

ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
で
牛
馬
を
つ
く
り
、

家
々
の
門
口
で
迎
え
火
・
送
り
火
を

す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
も
、
お
盆
の
時
期
に
な
る
と

家
の
前
で
タ
イ
マ
ツ
（
松
の
根
）
を

燃
や
す
風
景
が
町
の
あ
ち
こ
ち
で
み

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
盆
に
欠
か
せ
な
い
行
事

と
し
て
、
盆
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
は
村
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
白
河
藩
の
飛
び
地
で
あ
る▲盆の迎え火（『大信村史 第３巻 民俗編』より）

▲盆踊り（表郷竹ノ内）

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
ののののののののののののののの

か
わわわわ
のののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
十
六
話

第
十
六
話

　

お
盆
と
盆
踊
り

お
盆
と
盆
踊
り

問白河実業高校☎㉔1176問白河実業高校☎㉔

新生
Vol. ５

　　生徒たちの かしい活躍を紹介します輝

　自転車競技部が、8月
に北海道で開催される全
国高等学校総合体育大会
に出場します。

　商業研究部の鈴
す ず

木
き

海
か い

人
と

さんが第40回全国商業
高等学校英語スピーチコ
ンテストに出場します。

　JRC委員会と
農業クラブが南
湖公園の環境美
化活動を行いま
した。

　日本各地の特色ある優れた漬物レシピを表彰する
「漬物グランプリ2023」学生の部で、園芸部が作
った“黄金梅干し”と“乳酸発酵たっぷりのからし
菜のがっこいぶり！”が金賞を受賞しました。

SDGｓ⑮
陸の豊かさ

を守ろう
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跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

多
数
の
瓦
が
出
土
し
ま
し
た
。
軒
先

を
飾
る
軒
丸
瓦
に
は
、
蓮れ

ん

華げ

の
花
の

文
様
が
使
わ
れ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。

　

同
じ
文
様
の
瓦
が
、
阿あ

武ぶ

隈く
ま

川か
わ

を

挟
ん
だ
、
泉
崎
村
に
あ
る
関せ

き

和わ

久く

官か
ん

衙が

遺い

跡せ
き

か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
関

和
久
官
衙
遺
跡
は
、
古
代
白
河
郡
の

役
所
の
跡
と
み
ら
れ
、
同
時
期
に
借

宿
の
寺
院
も
建
立
さ
れ
た
た
め
、
同

じ
瓦
が
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
時
の
最
先
端
の
技
術
で
あ
る
瓦

葺
き
建
築
の
技
術
が
白
河
に
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
政
治
の
中
心
地

で
あ
っ
た
飛
鳥
地
方
か
ら
重
要
な
場

所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
状
況
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

現
在
、
小
峰
城
跡
に
は
三
重
櫓や

ぐ
ら

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

三
重
櫓
の
荘
厳
な
風
格
を
印
象
づ
け

る
要
素
の
一
つ
が
瓦
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　

小
峰
城
跡
で
は
、
発
掘
調
査
で
多

数
の
瓦
が
出
土
し
て
い
て
、
城
内
の

多
く
の
建
物
に
瓦
が
葺ふ

か
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

瓦
の
歴
史
は
古
く
、
日
本
に
は
６

世
紀
後
半
の
仏
教
伝
来
と
と
も
に
朝

鮮
半
島
か
ら
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
の

初
め
ま
で
は
、
寺
院
や
城
郭
な
ど
限

ら
れ
た
建
物
に
の
み
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

借か
り

宿や
ど

の
借
宿
廃は

い

寺じ

跡あ
と

に
は
、
７
世

紀
末
の
も
の
と
み
ら
れ
る
寺
院
の
遺▲小峰城跡三重櫓

▲借
か り

宿
や ど

廃
は い

寺
じ

跡
あ と

出
しゅつ

土
ど

複
ふ く

弁
べ ん

六
ろ く

葉
よ う

蓮
れ ん

華
げ

文
も ん

軒
の き

丸
ま る

瓦
がわら

　（県指定文化財）

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
ののののののののののののののの

か
わわわわ
のののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
十
七
話

第
十
七
話

　

屋
根
瓦
（
昔
の
瓦
）

　

屋
根
瓦
（
昔
の
瓦
）

（写真２）

（写真１）

問白河実業高校☎㉔1176問白河実業高校☎㉔

新生
Vol. ６

　　各科紹介③電子科（本校舎）
　電子科では、電子に関する専門的な知識技術の習
得のほか、国家資格取得の奨励やロボット競技大会、 
ロボット相撲大会、マイコンカーラリーなどへの参
加にも積極的に取り組んでいます。

高等学校ロボット相撲北海道・東北選手権大会の様子です。
12月に両国国技館にて行われる全国大会に出場します。

大
お お

塩
し お

仁
ひ と

夢
む

 さん

▷勤務先
　味覚糖㈱ 福島工場

地域で輝く卒業生

（令和４年度電子科卒）

　私は高校卒業後、味覚糖㈱福島工場に勤務しています。
　中学時代から電子工学に魅了され、電子科では回路設
計やプログラミングに興味を持ち、実践的な課題の研究
を積極的に行いました。将来は電子技術をいかし、生産
ラインの効率化や品質管理に貢献したいです。
　弊社の経営理念である「おいしさは、やさしさ」は、
お菓子を通じて人々に喜びと幸せを提供することである
と思います。この経営理念が私の使命であり、夢でもあ
ります。福島工場の仕事では、安全安心を提供するため、
徹底した品質管理を実践していきたいと思っています。
　これからも弊社の一員として働くことに誇りを持ち、
より一層成長できるよう邁

ま い

進
し ん

していきます。
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古
い
例
の
一
つ
が
、
寛
政
12
年

（
1
8
0
0
）
に
白
河
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

が
白
河
関
跡
に
建
て
た
「
古こ

関か
ん

蹟せ
き

碑ひ

」
で
す
。
定
信
自
ら
が
文
を
し
た

た
め
刻
ま
せ
た
こ
の
石
碑
に
は
、
定

信
が
研
究
に
よ
り
こ
の
場
所
を
白
河

関
の
跡
地
と
定
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
、

白
河
関
跡
の
研
究
に
関
す
る
重
要
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
湖
神
社
の
境
内
に
あ
る

「
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

頌し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

」
は
、
神
社
の

創
建
に
貢
献
し
た
渋
沢
栄
一
の
業
績

を
記
す
も
の
で
、
高
さ
３
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
き
さ
か
ら
も
、
渋
沢
へ

の
謝
意
や
、
歴
史
を
後
世
に
伝
え
た

い
と
い
う
建
立
者
の
想
い
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
道
ば
た
や
お
寺
・
神

社
の
境
内
な
ど
に
、
各
地
域
の
歴
史

を
刻
ん
だ
石
碑
が
多
数
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
普
段
見
過
ご
し
が
ち
な
石
碑

の
前
で
足
を
止
め
れ
ば
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

石
碑
は
、
石
と
い
う
堅
固
な
材
料

に
文
字
を
刻
み
、
公
の
場
に
立
て
る

こ
と
で
、
出
来
事
が
遠
い
未
来
ま
で

伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

古
い
石
碑
と
し
て
有
名
な
も
の
に
、

文
武
４
年
（
7
0
0
）
頃
建
立
の

那な

須す
の

国く
に
の

造
み
や
つ
こ
の

碑ひ

（
栃
木
県
大
田
原
市
）

や
天
平
宝
字
２
年
（
7
6
2
）
頃
建

立
の
多た

賀が

城じ
ょ
う

碑ひ

（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
石
に
刻
ま
れ
た
文
字
と
い

え
ば
、
古
い
も
の
で
は
中
世
の
板
碑

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
戊ぼ

辰し
ん

戦

争
に
関
す
る
供
養
碑
な
ど
も
多
く
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
歴
史
上
の
出
来
事
を

刻
む
記
念
碑
や
人
物
を
顕
彰
す
る
顕

彰
碑
と
い
っ
た
石
碑
ら
し
い
も
の
と

な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
以

降
の
も
の
で
す
。

▲古関蹟碑
　（1800年建立）

▲渋沢栄一頌徳碑
　（1929年建立）

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
ののののののののののののののの

か
わわわわ
のののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
十
八
話

第
十
八
話

道
ば
た
に
眠
る
歴
史
②

道
ば
た
に
眠
る
歴
史
②

　

石
碑

　

石
碑

問白河実業高校☎㉔1176問白河実業高校☎㉔

新生
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　　各科紹介④建築科
　建築科は、令和５年度に新設されました。住宅や
商店、学校などの建物は、用途に応じた機能とデザ
インが要求され、計画・構造・施工・法規など、あ
らゆる面を勘案し設計する必要があります。
　これらを総合的に学習するため、製図や実習を通
じて建築に関する基礎知識や技術を習得し、将来建
築関係の仕事に就けるよう学んでいます。

現在、建築部では建築競技設計の応募に向け、部員それぞれ
がアイデアをまとめ、図面を制作中です。

深
ふ か

谷
や

琉
りゅう

心
し ん

 さん

（西郷二中卒）

地域で輝く在校生

（令和５年度建築科入学）

　私は、今年の４月に建築科に入学しました。建築科で
は、建物に使用される材料について学んだり、住宅の構
造を理解するために模型を製作する実習を行っていま
す。また、図面を描く製図の授業では、木造住宅の図面
を模写して基礎を学んだうえで、自分で思い描いたデザ
インを図面化できるよう取り組んでいます。２年生では
CADを使用した実習が始まるため、今からパソコンの
基本的な操作の習得に励んでいます。
　放課後は建築部で活動しており、自分で設計から製図
まで行う競技設計に挑戦中です。
　将来は、建築関係の仕事に就き、地域産業の発展に貢
献できるよう日々勉学に励みます。

“これから”
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中
世
の
道
跡
（
写
真
１
）
と
重
な
る

よ
う
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
道
幅
は

約
８
ｍ
で
、
両
端
に
幅
約
70
㎝
の
側

溝
が
２
条
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道

跡
を
東
に
向
か
う
と
、
市
指
定
史
跡

の
石い

し

阿あ

弥み

陀だ

の
一
里
塚
（
写
真
２
）

が
一
対
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
は

こ
の
塚
の
間
を
通
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
奥
州
道
中

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

奥
州
道
中
は
、
そ
の
後
丹に

羽わ

長な
が

重し
げ

に
よ
る
小
峰
城
の
改
修
に
伴
い
、
現

在
の
国
道
２
９
４
号
の
ル
ー
ト
に
付

け
替
え
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
地
域
拠
点
の
移
動

に
伴
っ
て
道
の
位
置
も
変
更
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

道
は
、
人
々
や
物
資
の
移
動
だ
け

で
な
く
、
情
報
の
移
動
や
軍
事
的
な

側
面
も
あ
り
、
地
域
を
考
え
る
上
で

重
要
な
文
化
財
で
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

古
代
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

白
河
に
は
、
古
代
東と

う

山さ
ん

道ど
う

や
鎌
倉
時

代
の
奥お

く

大た
い

道ど
う

、
江
戸
時
代
の
奥お

う

州し
ゅ
う

道ど
う

中ち
ゅ
う

な
ど
の
主
要
な
道
が
通
っ
て
い
た

こ
と
が
歴
史
資
料
か
ら
分
か
っ
て
い

ま
す
。

　

古
代
東
山
道
は
、
発
掘
調
査
で
確

認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
場
所
の
特

定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
白
河

関
が
人
や
物
資
の
往
来
を
取
り
締
ま

る
検
問
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
に
東
山
道
が
通
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

白
坂
に
あ
る
白
河
南
中
学
校
の
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
鎌
倉
時

代
頃
の
道
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
道
跡
は
幅
５
ｍ
、
周

囲
に
は
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

跡あ
と

・
井
戸
跡
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
の
道
跡
が

▲写真１
芳
よし

野
の

遺
い

跡
せき

道
みち

跡
あと

▲写真２
　石阿弥陀の一里塚

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
ののののののののののののののの

か
わわわわ
のののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
十
九
話

第
十
九
話

白
河
の
古
い
道
、　

新
し
い
道

白
河
の
古
い
道
、　

新
し
い
道

問白河実業高校☎㉔1176問白河実業高校☎㉔

新生
Vol. ８ 　本校舎と塙校舎の生徒が合同で運動会を行いまし

た。11種目で競い合い、みんなの個性が輝いた笑
顔の絶えない１日となりました。

運動会

校内駅伝大会
　本校舎をスタートし、川谷小学校までの往復17
区間（全長62㎞）を走りました。沿道の地域の皆
さまのご協力、そして温かいご声援をいただきあり
がとうございました。

「スポーツの秋」

　△塙校舎生徒の和太鼓演奏△綱引き

▽台風の目 ▽ムカデ競争10月に行われた二つの行事を紹介します。

13 広報しらかわ　2023.11（Ｒ5)
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れ
て
い
る
道
具
の
中
に
も
、
手
回
し

式
の
計
算
機
や
真
空
管
式
の
ラ
ジ
オ
、

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
、
今
で

は
見
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
昭
和
時

代
の
道
具
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
か
ら
あ
る

農
具
な
ど
と
は
違
い
、
せ
い
ぜ
い
50

年
か
ら
70
年
ほ
ど
前
の
も
の
で
す
が
、

現
代
に
近
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
だ

け
に
「
価
値
が
な
い
」
と
処
分
さ
れ

が
ち
で
す
。
そ
の
結
果
、
工
業
生
産

品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ

か
ら
も
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
で
す
。

　

近
年
は
、
こ
う
し
た
昭
和
の
家
電

や
生
活
道
具
な
ど
も
保
存
す
べ
き
も

の
と
捉
え
、
展
覧
会
の
テ
ー
マ
に
す

る
博
物
館
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

昔
の
道
具
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

「
ち
ょ
っ
と
昔
の
道
具
」
も
、
身
近

な
文
化
財
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
家
の
大
掃

除
を
行
う
家
庭
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
日
頃
使
っ
て
い
な
い
蔵
や
物
置

き
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
古
い
品
物

を
発
見
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

博
物
館
の
資
料
の
中
に
は
「
民
具
」

と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

昔
の
道
具
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
鍬く

わ

や
千
歯
こ
き
な
ど
の
農
具
、
糸
車
や

羽は

釜が
ま

な
ど
の
生
活
道
具
は
、
江
戸
時

代
か
ら
使
わ
れ
る
も
の
と
し
て
教
科

書
に
登
場
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
戦
後
の
「
懐
か

し
い
」
道
具
も
民
具
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
お
な
じ
み
の
家
電
で
も
、

昭
和
時
代
の
も
の
は
形
や
機
能
が
現

在
と
違
い
ま
す
。
モ
ノ
ク
ロ
の
テ
レ

ビ
や
、
今
よ
り
も
ず
っ
と
機
体
が
大

き
い
ラ
ジ
オ
、
ダ
イ
ア
ル
式
の
電
話

機
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
収
蔵
さ

▲真空管ラジオ

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
のののののののののののののののの

か
わわわ
ののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

▲真▲真真▲真空管空管空管空空空管空管ラジラジラジラジオオオオ

第
二
十
話

第
二
十
話

家
に
あ
り
そ
う
な
文
化
財
②

家
に
あ
り
そ
う
な
文
化
財
②

　
　
　

家
電
・
生
活
用
品

　
　
　

家
電
・
生
活
用
品▲レコードプレーヤー

問白河実業高校☎㉔1176問白河実業高校☎㉔
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　　各科紹介⑤ 情報ビジネス科
　地域社会に貢献できる商業人になるため、実践
を多く取り入れながら学習に励んでいます。

杉
す ぎ

山
や ま

永
と

遠
わ

 さん

▷勤務先
　富士工業㈱白河事業所

地域で輝く卒業生

（令和４年度 情報ビジネス科卒）

　情報ビジネス科では、簿記やエクセル・ワードを中
心に、プログラミングや経済学など商業に関する幅広
い知識を学びました。そこで学んだ事や、検定合格の
ために培った計画力や継続力は、社会に出た今も大い
に役立っています。
　弊社は、換気と空気清浄分野の製造業で、家庭用レ
ンジフードで国内トップシェアを誇り「全員参加の豊
かさ体現経営！」を経営理念に掲げ、人の暮らしや社
会に本物の快適さを提供するために日々挑戦を続けて
います。レンジフードの寿命は一般的に10年と言わ
れますが、私たちの仕事は誰かの10年と共にあるも
のだと思っています。「豊かさとは何か？」を本気で考
えながら、いつか体現出来るよう、これからも毎日の
仕事に精一杯取り組んでいきます。

　卸売商は株式会社形態。生徒
は帳簿の整理や小切手の作成を
学びます。

　㈱加藤螺
ら

子
し

製作所や市とコラ
ボし、自動販売機の運営管理を
手掛けています。
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ま
た
、
数
珠
を
回
す
回
数
が
決
め

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
21
回
、

１
０
０
回
、
３
周
な
ど
地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

表
郷
下
羽
原
で
は
、
集
落
に
災
い

が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
、
四
つ
角
ご

と
に
立
ち
止
ま
っ
て
数
珠
を
回
し
ま

す
（
写
真
①
）。
参
加
者
で
反
時
計

回
り
に
回
し
な
が
ら
「
カ
ザ
ヨ
ケ
（

風
﹇
邪
﹈
除
け
）
ネ
ン
ブ
ツ
ナ
ム
ア

ミ
ダ
」「
ゴ
キ
ト
ウ
（
御
祈
祷
）
ネ
ン

ブ
ツ
ナ
ム
ア
ミ
ダ
」
な
ど
と
唱
え
ま

す
。

　

大
信
中
新
城
で
は
、
集
会
所
な
ど

に
集
ま
り
、
時
計
回
り
で
数
珠
を
回

し
ま
す
（
写
真
②
）。
録
音
し
た
念

仏
を
流
し
て
い
る
間
、
休
み
な
く
数

珠
を
回
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
珠
繰
り
は
地
域

の
繁
栄
や
安
全
を
祈
っ
て
続
け
ら
れ

て
き
た
歴
史
あ
る
行
事
で
あ
り
、
大

切
な
文
化
財
の
ひ
と
つ
で
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　
「
数
珠
繰
り
」
は
、
数
人
が
か
り

で
長
い
数
珠
を
回
し
な
が
ら
念
仏
を

唱
え
る
行
事
で
す
。
多
く
の
場
合
、

地
域
の
女
性
を
中
心
と
し
た
行
事
で
、

子こ

安や
す

講こ
う

（
安
産
祈
願
の
集
ま
り
）
な

ど
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
も

田た

島じ
ま

、
入い

り

方か
た

、
表
郷
の
番ば

ん

沢ざ
わ

・
下し

も

羽は

原ば
ら

、
大
信
の
町ま

ち

屋や

・
上か

み

新し
ん

城じ
ょ
う

・
中な

か

新し
ん

城じ
ょ
う

・
下し

も

新し
ん

城じ
ょ
う

・
日ひ

和わ

田だ

・
増ま

す

見み

な
ど
、

多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

数
珠
は
念ね

ん

珠じ
ゅ

と
も
い
い
、
僧
侶
が

念
仏
を
行
う
際
に
玉
を
一
つ
ず
つ
繰く

っ
て
回
数
を
数
え
る
た
め
に
用
い
ま

し
た
。
の
ち
に
多
く
の
信
徒
に
よ
る

数
珠
繰
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
利
益
を
願
う
行
事
と

し
て
各
地
に
広
ま
っ
た
よ
う
で
す

　

市
内
で
は
２
月
10
日
前
後
に
行
う

こ
と
が
多
く
、
12
月
８
日
や
２
月
８

日
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
事こ

と

八よ
う

日か

（
事
始

め
・
事
納
め
の
日
）
に
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
事
八
日

に
は
災
い
が
や
っ
て
く
る
と
さ
れ
、

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
のののののののののの

か
わわわわわ
のののののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
二
十
一
話

第
二
十
一
話

　
　
　

　
　
　

数数じ
ゅ
じ
ゅ

珠珠ずず

繰繰くく

りり

①①

②②

▲数珠を回す時には、
　自分の身体の悪いと
　ころをさするとご利
　益があると言われて
　います。

▲数珠の房の部分が回
　ってきた時には、頭
　を下げて房に触れま
　す。
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　　各科紹介⑥ 農業科
　農業科では、地域との関わりを大切にした教育
を実践しています。

菊
き く

地
ち

聡
さとし

 さん

▷勤務先
　菊地果樹園（就農）

地域で輝く卒業生

（令和２年度農業科卒）

　私は高校在学中、個性あふれる仲間、そして素晴ら
しい恩師に恵まれ、充実した３年間を過ごすことがで
きました。
　農業科では、栽培や飼育の基礎知識を学んだことや
農業クラブ活動に取り組んだことを思い出します。
　高校卒業後は、矢吹町の福島県農業総合センター農
業短期大学校果樹経営学科へ進学し、果樹に関して高
度な知識や技術を学ぶことができました。
　現在は実家に就農し、ブドウや桃を中心に果樹栽培
に挑戦しています。まだまだ未熟な私ですが、少しず
つ技術を磨き上げ、お客様に喜んでいただけるような、
こだわりのある果物を生産していきたいと思います。
　近くにお越しの際には、ぜひお立ち寄りください。

☆坂本屋総本店とコラボし、
　本校で生産した農畜産物を
　使ったプリンの商品開発に
　取り組んでいます。

☆“花いっぱい運動”に取
　り組んでいます。

白河警察署への
プランター花の寄贈▶

白河ひよっこプリンと
　試食会の様子
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白
河
だ
る
ま
の
起
源
は
諸
説
あ
り

ま
す
。
昭
和
初
期
の
新
聞
記
事
に
は
、

当
時
の
言
い
伝
え
と
し
て
、
白
河
藩

主
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

の
命
に
よ
り
、
瓦か

わ
ら

谷や

金き
ん

七し
ち

と
い
う
人
物
が
川か

わ

崎さ
き

大
師
で
だ
る

ま
づ
く
り
の
修
業
を
し
た
こ
と
、
定

信
の
御お

付つ
き

絵
師
の
谷た

に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
う

が
だ
る
ま

の
顔
を
描
き
手
本
に
与
え
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
わ
か
っ
て
い

る
中
で
、
こ
の
記
事
が
、
白
河
だ
る

ま
の
由
来
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
最
も

古
い
記
録
で
す
。

　

白
河
だ
る
ま
の
特
徴
の
一
つ
は
、

東
北
と
関
東
の
特
徴
を
あ
わ
せ
持
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
や
や
縦
長
の
姿

は
、
三
春
だ
る
ま
（
三
春
町
）
の
よ

う
な
東
北
系
の
特
徴
で
す
。
一
方
で
、

青
や
緑
な
ど
の
色
を
使
わ
ず
、
全
身

を
赤
く
塗
る
の
は
高
崎
だ
る
ま
（
群

馬
県
）
な
ど
関
東
系
の
特
徴
で
す
。

　

白
河
だ
る
ま
は
、
み
ち
の
く
の
玄

関
口
・
白
河
な
ら
で
は
の
身
近
な
文

化
財
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

毎
年
２
月
11
日
に
行
わ
れ
る
「
白

河
だ
る
ま
市
」
は
、
白
河
の
冬
の
風

物
詩
で
す
。
こ
の
日
は
、
街
な
か
に

だ
る
ま
を
売
る
露
店
や
さ
ま
ざ
ま
な

屋
台
が
並
び
、
多
く
の
人
々
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
旧
暦
の
１
月
14
日

に
「
市
神
祭
」（
年
の
初
め
の
市
で
、

市
場
の
守
り
神
を
祀ま

つ

る
祭
）
が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
だ
る
ま

が
主
な
売
り
物
と
な
っ
て
「
だ
る
ま

市
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

だ
る
ま
は
、
禅
宗
の
開
祖
で
あ
る

達だ
る

磨ま

大た
い

師し

の
姿
を
か
た
ど
っ
た
起
き

上
が
り
人
形
で
、
江
戸
時
代
後
期
に

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
だ
る
ま
の
赤
色
は
厄

除
け
の
意
味
が
あ
り
、
ま
た
「
七
転

び
八
起
き
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

縁
起
も
の
と
し
て
全
国
に
広
ま
り
ま

し
た
。
今
で
も
各
地
で
地
域
色
豊
か

な
だ
る
ま
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
のののののののののののののののの

か
わわわ
ののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

▲白河だるま（佐川だるま）

第
二
十
二
話

第
二
十
二
話

　
　
　

白
河
だ
る
ま

　
　
　

白
河
だ
る
ま

▲白河だるま（渡辺だるま）

　白河だるまは昔から
２つの店舗で製造され
ており、全体の形やひ
げ・口の形などに違い
があります。まゆやひ
げ、顔や胴の模様が鶴
亀松竹梅をかたどって
いるとされます。
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　　各科紹介⑦ 塙校舎
　塙校舎では、生徒会が「地域恩返しプロジェク
ト」を立ち上げ「ものづくり×地域探究」や「地
域体験活動」「地域の魅力発信」などを積極的に行
っています。

益
ま し

子
こ

柊
と う

聖
ま

 さん

▷勤務先
　住友ゴム工業（株）白河工場

地域で輝く卒業生

（令和３年度塙工業高校機械科卒）

　私は、塙工業高校（現白河実業高校塙校舎）を卒業
後、住友ゴム工業(株)白河工場に勤務しています。
　学校生活を振り返り、機械の基礎などを学び、資格
を取得したことが今の成長につながっていると実感し
ています。
　弊社ではタイヤを製造しており、より良い製品をお
客様に届けたいと思っています。品質方針である「最
高の安心とヨロコビをつくる」に基づいて、ひとつひ
とつの工程を丁寧に行い、お客様に安心していただけ
るタイヤを１本１本大切に製造していきます。　　　
　私は、住友ゴム工業の一員として誇りを持ち、これ
からも邁

ま い

進
し ん

していきます。

▲ダリア染め体験

▲地域イベントの
　メダル製作

▲清
きよ

水
みず

寺
でら

（京都府）にて
　福島の元気を㏚ 
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神
様
が
降
り
る
場
所
（
磐い

わ

座く
ら

）
や
、

御
神
体
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
巨
岩
が
見
え
る
地
で
祭
祀
を
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
山
頂
に
は
建
鉾
石
と
い
わ

れ
る
岩
が
あ
り
ま
す
。
伝
説
で
は
、

日や

ま

と本
武た

け
る
の
み
こ
と
尊
が
東
征
を
行
っ
た
際
に
、

山
頂
に
鉾
を
立
て
て
、
神
様
を
祀ま

つ

っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
鉾
山
は
、
都つ

々つ

古こ

別わ
け

神
社
（
表

郷
三
森
）
の
奥お

く
の
い
ん院
と
し
て
、
馬ば

場ば

都
々
古
別
神
社
（
棚
倉
町
）
か
ら
御ご

神し
ん

幸こ
う

と
称
す
る
神
事
行
列
が
明
治
16

年
（
１
８
８
３
）
ま
で
、
行
わ
れ
て

い
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
建
鉾
山

が
地
域
の
行
事
や
信
仰
・
歴
史
の
舞

台
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

古
来
よ
り
、
山
は
信
仰
の
対
象
と

し
て
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
表
郷
の
高た

か

木ぎ

・
三み

森も
り

地
区
に
ま
た
が
る
建
鉾
山
は
、

山
裾
が
広
が
る
円
錐
形
の
山
で
す
（

写
真
１
）。
こ
の
よ
う
な
形
の
山
は

「
神か

み

奈な

備び

型が
た

」
と
呼
ば
れ
、
神
聖
な

山
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

建
鉾
山
の
山
麓
に
は
昭
和
30
年
代

の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
今
か
ら

１
５
０
０
〜
１
６
０
０
年
前
の
古
墳

時
代
の
石
製
模
造
品
が
多
数
出
土
し

ま
し
た
。
石
製
模
造
品
は
、
剣
や
鏡
、

勾
玉
（
い
わ
ゆ
る
三
種
の
神
器
）
や

農
具
で
あ
る
斧お

の

や
鎌
な
ど
を
型
取
っ

た
も
の
で
、
祭さ

い

祀し

に
使
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
石

製
模
造
品
が
出
土
し
た
場
所
か
ら
山

頂
付
近
を
見
上
げ
る
と
、
複
数
の
巨

岩
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
巨
岩
は
、

し
ら
か
わ
の
わわわわわ
のののののののののののののののの

か
わわわ
ののののののののののののののの

身
近
な
文
化
財

▲写真１　建鉾山祭祀遺跡

第
二
十
三
話

第
二
十
三
話

山
と
地
域
の
歴
史
―

山
と
地
域
の
歴
史
―
建建た

て
た
て

鉾鉾ほ
こ
ほ
こ

山山や
ま
や
ま

▲写真２　建鉾山祭祀遺跡出土石製
　模造品
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　　学習成果研究発表会
　２月１日、１年間のまとめとして、本校舎と塙
校舎の生徒が一緒に研究発表会を行いました。
　各科で活躍した本校生の紹介とその研究成果を
発表しました。

　私たち“新生”白河実業高校一期生は、３月１日に
卒業を迎えました。

▲塙校舎の模型

　　旅立ち

　　地域の皆さまへ
　１年間をとおして、本校の教育活動を紹介してきま
した。「SDGs×ものづくり」を掲げ、これからも地域に
根ざし、そして地域に愛される白河実業高校を目指し
てまいります。今後もご支援、よろしくお願いします。

▲県内でも珍しい、本校舎中庭の日本庭園にて

▲学習成果研究発表会

▲自作ロボットの実演
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しらかわの身近な文化財／高齢者あったか広場

り
ぶ
ら
ん
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高齢者
あったか広場あったか広場

た
結ゆ

う

城き

家
の
義よ

し

綱つ
な

・
晴は

る

綱つ
な

父
子
や

一
門
、
家
臣
た
ち
が
共
同
で
奉
納

し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
現
在
、

市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
）。

　

他
に
も
、
龍り

ゅ
う

蔵ぞ
う

寺じ

（
年
貢
町
）

の
鐘
は
元
禄
４
年（
１
６
９
１
）

に
白
河
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

忠た
だ

弘ひ
ろ

が
、
関せ

き

山さ
ん

満ま
ん

願が
ん

寺じ

（
関
辺
）
の
鐘
は
寛
文
４

年
（
１
６
６
４
）
に
白
河
藩
主
本ほ

ん

多だ

忠た
だ

平ひ
ら

が
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
し
た

も
の
で
、
い
ず
れ
も
国
の
重
要
美

術
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

外
に
も
、
江
戸
時
代
に
遡
る
鐘
は

市
内
に
多
く
あ
り
、
白
河
の
歴
史

の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
火
災
な
ど
の
災
害
や
、

戦
時
中
の
「
金
属
類
回
収
令
」
に

よ
り
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
お
寺
の

鐘
も
歴
史
の
資
料
と
い
え
ま
す
。

お
寺
を
訪
れ
た
際
に
は
、
鐘
や
そ

の
銘
文
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

寺
院
の
境
内
に
は
、
た
い
て
い

の
場
合
屋
根
つ
き
の
「
鐘
楼
」
と

い
う
建
物
が
あ
り
、
鐘
が
吊つ

り
下

が
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
朝
夕

の
時
を
告
げ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
今
は
参
拝
者
が
鳴
ら
す

場
合
を
除
い
て
は
、
除
夜
の
鐘
な

ど
特
別
な
場
合
に
鳴
ら
す
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

寺
院
の
鐘
の
こ
と
を
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

と
い

い
、
銅
で
つ
く
ら
れ
る
こ
と
か
ら

銅
鐘
と
も
い
い
ま
す
。
そ
の
歴
史

は
古
く
、
国
内
最
古
の
鐘
は
奈
良

時
代
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　

市
内
で
最
古
の
鐘
は
、
鹿か

嶋し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

（
大
）
境
内
の
観
音
堂
の
軒
に

吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
天
文
13
年

（
１
５
４
４
）
の
も
の
で
、
県
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鐘
に
は
た
い
て
い
の
場
合
「
銘

文
」
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
い
つ
誰

が
ど
う
い
う
経
緯
で
納
め
た
か
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鐘
の
銘

文
を
見
る
と
、
白
河
を
治
め
て
い

し
ら
か
わ
の

か
わわわわわわわわわわわわ
ののののののののの

か
わわわわわわわわ
ののののののののののの

身
近
な
文
化
財

▲銅鐘（最
さい

勝
しょう

寺
じ

）
　（龍蔵寺所蔵、歴史
　民俗資料館寄託）

第
二
十
四
話

第
二
十
四
話

　
　
　

お
寺
の
鐘

　
　
　

お
寺
の
鐘

▲銘文（部分）

天
文
十
三
年（
１
５
４
４
）

老化によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

加齢による自然な現象 病気などにより脳の機
能が障害される

体験したことの一部を
忘れる

体験したことを丸ごと
忘れる

ヒントがあると思い出
せる

ヒントがあっても思い
出せない

あまり進行しない だんだん進行する
自覚している あまり自覚がない
日常生活に大きな支障
はない

日常生活に支障をきた
す

21 広報しらかわ　2024.10（Ｒ6)

　認知症によるもの忘れの場合「忘れたこと」
は「体験していないこと」になるため、忘れて
しまっているときは、その出来事から意図的に
気をそらせることがポイントです。
　例えば、食事後に「ご飯はまだ？」と聞かれ
た場合「少し時間がかかるから、それまでテレ
ビでも見ててね」などと声をかけることで、テ
レビに意識が向き「食事」へのこだわりを和ら
げることができます。

　老化によるもの忘れと認知症によるもの忘
れには次のような違いがあります。

　老化によるもの忘れには、繰り
返し書くことや何度も口に出す
こと、メモをとる習慣を身につけ
ることなどが有効です。

認知症によるもの忘れへの対応

もの忘れの違い

l
l
l
l
l
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高齢者
あったか広場あったか広場

に
田
ん
ぼ
か
ら
収
穫
し
、
脱だ

っ

穀こ
く

を

し
た
米
を
選
別
す
る
作
業
に
用
い

ま
す
。
横
に
付
い
て
い
る
ハ
ン
ド

ル
で
中
の
風
車
を
回
し
な
が
ら
、

も
み
殻
な
ど
が
混
ざ
っ
た
米
を
上

か
ら
注
ぐ
と
、
米
よ
り
も
軽
い
も

み
殻
や
ち
り
な
ど
が
風
の
力
で
吹

き
飛
ば
さ
れ
ま
す
。

　

唐
箕
は
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に

か
け
て
普
及
し
、
各
地
の
農
村
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
代
で
は
電
動
の
機
械
に
作

業
が
集
約
さ
れ
た
た
め
使
わ
れ
な

く
な
り
、
そ
の
用
途
を
想
像
す
る

こ
と
す
ら
難
し
く
な
っ
た
民
具
の

ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
用
い
ら
れ
る
道

具
は
時
代
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
り
、

改
良
、
あ
る
い
は
刷
新
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
人
び
と
の
記
憶
と
と
も

に
蔵
や
納
屋
に
眠
る
古
い
道
具
に

は
、
先
人
の
生
き
様
を
知
る
手
が

か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

民
具
と
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
中
で
用
い
ら
れ
る
用
具
や
造

形
物
な
ど
を
広
く
指
す
言
葉
で
、

人
び
と
の
生
活
と
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
、
新
一
万
円
札
に
採
用
さ

れ
て
話
題
と
な
っ
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

の

孫
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

敬け
い

三ぞ
う

（
１
８
９
６
〜

１
９
６
３
）
は
民
具
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
り
「
民
具
」
と
い
う
言

葉
の
名
付
け
親
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

敬
三
は
多
く
の
地
域
を
調
査
し
、

民
具
が
人
び
と
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　

民
具
の
例
と
し
て
、
農
作
物
を

育
て
、
収
穫
す
る
た
め
に
使
わ
れ

る
農
具
が
あ
り
ま
す
。
特
に
白
河

地
方
は
昔
か
ら
米
づ
く
り
が
盛
ん

だ
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
い

農
具
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真

は
白
河
の
農
家
で
使
わ
れ
て
い
た

唐と
う

箕み

と
い
う
農
具
で
、
全
長
1.5
ｍ
、

高
さ
1.2
ｍ
ほ
ど
も
あ
り
ま
す
。
秋

し
ら
か
わ
の

か
わわわわわわわわわわわわ
ののののののののの

か
わわわわわわわわ
ののののののののののの

身
近
な
文
化
財

▲唐箕
（歴史民俗資料館所蔵）

ミヨガヤ式

　墨書から、唐箕の購入日　
や代金がわかります。

第
二
十
五
話

　
　
　

民み
ん

具ぐ

（
農
具
）

昭
和
拾（

十
）

年
度

　

旧
拾
月
廿

（
二
十
）

四
日

代
金
拾
圓（

円
）

五
拾
錢（

銭
）

也

　

渡
辺
氏

21 広報しらかわ　2024.11（Ｒ6)

●まずは見守る
　さりげなく様子を見守りましょう。近づきす
ぎたり、じろじろ見たりするのは禁物です。
●余裕を持って対応する
　周りの困惑や焦りは相手にも伝わります。自
然な笑顔で対応しましょう。
●声を掛ける時は一人で
　複数人で取り囲むと恐怖心をあおりやすいの
で、できるだけ一人で声を掛けましょう。

●後ろから声をかけない
　認知症の方は視野が狭いと言われています。
背後からの急な声掛けは、相手を驚かせてし
まい、転倒の恐れがあります。
●目線を合わせ、優しい口調で
　相手が小柄な場合は、目線を同じ高さにし
て対応しましょう。
●穏やかに、はっきりとした話し方で
　特に高齢の方は耳が聞こえにくい場合も多
いので、ゆっくりとはっきりした話し方を心
掛けましょう。
●相手の言葉に耳を傾け、ゆっくりと対応
　認知症の方は急

せ

かされるのが苦手です。反
応をうかがいながら会話をしましょう。

　誰よりも苦しみ、悲しんでいる
のは、症状が現れた本人です。
　相手の感情を傷つけずに接する
ことが大切です。

認知症の方への対応のポイント

l
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l
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高齢者
あったか広場あったか広場

　

特
に
、
だ
る
ま
市
で
は
市
の
中

心
に
仮
設
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
、

集
ま
っ
た
多
く
の
人
が
神
楽
の
舞

い
を
見
物
し
ま
す
。

ま
た
、
小こ

田た

川が
わ

芳は

賀が

須す

内う
ち

地
区

で
は
「
芳
賀
須
内
の
虫む

し

干ぼ

し
神
楽
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
獅し

子し

頭が
し
ら

を

持
ち
、
面
を
つ
け
た
神
楽
の
一
行

が
地
区
内
の
各
戸
を
ま
わ
り
、
家

の
中
を
一
巡
し
て
無
病
息
災
・
悪

疫
退
散
を
祈
願
し
ま
す
。

　

神
楽
の
奉
納
は
神
と
の
交
流
で

あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
日
常

の
暮
ら
し
に
楽
し
み
や
華
や
か
さ

を
与
え
る
存
在
で
も
あ
る
と
い
え

ま
す
。

こ
う
し
た
民
俗
芸
能
の
継
承
は
、

地
域
の
人
び
と
の
ひ
た
む
き
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

地
域
の
芸
能
を
、
鑑
賞
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

各
地
の
お
祭
り
や
年
中
行
事
の

際
に
奉
納
さ
れ
る
歌
や
踊
り
、
演

劇
な
ど
を
民
俗
芸
能
と
い
い
、
地

域
の
中
で
永
く
伝
え
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

神
楽
は
、
神
を
迎
え
て
慰
め
る

た
め
に
舞
い
や
芸
な
ど
を
演
じ
る

民
俗
芸
能
の
ひ
と
つ
で
す
。
面
を

つ
け
て
神
々
の
姿
に
な
っ
た
り
、

剣
や
鈴
な
ど
を
持
っ
て
踊
っ
た
り

と
、
継
承
さ
れ
る
地
域
に
よ
っ
て

形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
東
北
地

方
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
、
岩
手
県
の
早は

や

池ち

峰ね

神
楽
な
ど
が
有
名
で
す
。

白
河
の
総
鎮
守
で
あ
る
鹿か

嶋し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

に
は
、
神
社
の
祭
礼
や
行
事
の

際
に
奉
納
さ
れ
る
「
鹿
嶋
神
社
神

楽
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
主
に
、
お
正
月
の
元
始
祭
、

２
月
の
だ
る
ま
市
、
９
月
の
白
河

提
灯
祭
り
、
11
月
の
新
穀
感
謝
祭

の
と
き
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

し
ら
か
わ
の

か
わわわわわわわわわわわわ
ののののののののの

か
わわわわわわわわ
ののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
二
十
六
話

　
　

民
俗
芸
能
（
神か

ぐ

楽ら

）

▲鹿嶋神社神楽（だるま市）

▲芳賀須内の虫干し神楽

21 広報しらかわ　2024.12（Ｒ6)

《体が覚えている》
認知症になると急に全てができなくなるわけ
ではありません。これまで培った知識や印象深
い出来事などは残っています。特に、家事や趣
味、楽しんでやってきたことなどは、体が自然
に動くほど、その人にしみついています。
環境作りは必要かもしれませんが、以前と同
じことを同じように行えることは、とてもうれ
しく自信につながるものです。

《豊かな“こころ”》
認知症の症状は少しずつ進行していきま

す。しかし、感情はかなり末期まで残ってい
るそうです。例えば、少し前の出来事を忘れ
てしまっていても、ここがどこだかわからな
くなっても、悲しい、寂しい、嫌だ、うれし
い、楽しいといった感情は感じています。ま
た、感情の記憶は心に残りやすいものです。
いつもできていたことができなくなったつ

らさや不安、覚えのないことで注意された嫌
な気持ち、自分らしさを発揮できたうれしさ
を生き生きと感じる心、そしてそれまでの人
生を生きてきた誇りはもち続けます。
（認知症介護研究・研修仙台センター資料より抜粋）

認知症があってもなくても、
人から肯定されるのはうれしい
ものですね。

認知症になってもできること、
認知症に対してできること①

l
l
l
ll
 

l
l
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そ
の
中
の
１
基
、
し
み
ず
や
跡

は
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
の

発
掘
調
査
で
水
路
跡
が
確
認
さ
れ
、

水
路
跡
を
跨ま

た

ぐ
よ
う
に
水
車
小
屋

が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
写
真
１
）。
発
掘
調

査
の
成
果
と
文
献
資
料
か
ら
、
水

車
は
明
治
中
期
頃
か
ら
昭
和
３
〜

４
年
（
１
９
２
８
〜
29
）
頃
ま
で

稼
働
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
市

内
の
水
車
を
調
査
し
た
元
白
二
小

教
諭
の
衣き

ぬ

山や
ま

武た
け

秀ひ
で

氏
へ
の
聞
き
取

り
に
よ
り
、
水
車
で
精
米
な
ど
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

市
街
地
を
流
れ
る
谷
津
田
川
に

は
、
こ
の
よ
う
に
近
世
以
降
の
生な

り

業わ
い

の
様
子
を
示
す
貴
重
な
遺
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

問
文
化
財
課
☎
㉘
5
5
3
5

　

平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
８
月

の
記
録
的
な
豪
雨
水
害
を
受
け
て

実
施
さ
れ
た
谷
津
田
川
の
河
川
改

修
工
事
の
際
、
川
岸
に
近
い
場
所

か
ら
石
組
の
水
路
跡
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。

　

こ
の
水
路
跡
は
、
水
車
に
伴
う

も
の
で
し
た
。
水
車
は
水
輪
が
水

を
受
け
て
回
り
、
水
輪
と
連
動
し

て
歯
車
が
回
り
、
杵き

ね

が
動
き
ま
す
。

こ
の
動
き
を
利
用
し
た
水
車
に
よ

る
精
米
や
製
粉
が
、
江
戸
時
代
に

普
及
し
ま
し
た
。
谷
津
田
川
沿
岸

も
ま
た
、
江
戸
時
代
後
半
よ
り
精

米
な
ど
の
た
め
に
水
車
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
存
在
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
絵
図
や
発
掘
調

査
に
よ
り
、
か
つ
て
は
14
基
の
水

車
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。

し
ら
か
わ
の

か
わわわわわわわわわわわわわ
のののののののののののののの

か
わわわわわわわわ
のののののののののののの

身
近
な
文
化
財

第
二
十
七
話

　
　

谷や

津ん

田た

川が
わ

流
域

　
　

水
車
跡
群

▲復元されたしみずや跡

▲水車小屋跡と水路跡

水路跡

写真２

写真１

水車小屋跡

21 広報しらかわ　2025. １（Ｒ7)

《物忘れのつらさ》
　「あれ？何をしに来たんだっけ？」と思う体
験をしたことはありませんか？たいていは後で
思い出しますが、もし思い出せず、さらにその
ような状況が頻繁に起こったらどうでしょう。
　認知症になると、このような状況が頻繁に起
こります。認知症の人たちは、物忘れをしたと
きに不愉快や不安な気持ちを抱きながら日々生
活をしているのです。

　上手くいかないことがあって
も、優しい口調での声掛けを心
掛けたいですね。

《できなくなってきたことの悔しさ》
　認知症になると、仕事や家事など何気なく
行ってきたことができなくなり、最初は小さ
な失敗でもだんだんと重大な失敗に進展する
恐れがあります。このような失敗の原因が認
知症であるということは理解できなくても、
自分がこれまでやってきたことができなくな
ったことには気付いています。さらに失敗や
不手際が目立つようになり、周りの人たちか
らも指摘され悔しい思いをしたり、少しずつ
自信を失っていったりするのです。
　これは、何より認知症の方本人にとって非
常に悔しい体験だということを理解すること
が必要でしょう。

認知症になってもできること、
認知症に対してできること②
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ま
た
、
表
郷
地
域
は
棚
倉
街
道
、

東
地
域
は
釜
子
陣
屋
を
中
心
と
し

た
水
戸
街
道
、
大
信
地
域
は
会
津

街
道
の
沿
線
に
発
展
し
た
ま
ち
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
も
歴
史

が
あ
り
、
そ
れ
を
反
映
し
た
ま
ち

な
み
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
財
を
生
み
出
し
た
白
河
の
ま
ち

自
体
も
歴
史
の
証
拠
で
あ
り
、
広

い
意
味
で
の
文
化
財
と
い
え
ま
す
。

　
ま
ち
を
歩
け
ば
、
先
人
た
ち
が

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
の
足
跡
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
本
連
載
で
は
、
道
ば
た
や
お
寺
、

あ
る
い
は
家
の
中
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ

る
文
化
財
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
し

た
白
河
の
ま
ち
自
体
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
白
河
藩
の
城
下
町
で
あ
っ
た
現

在
の
中
心
市
街
地
を
通
る
旧
国
道

２
９
４
号
は
、
か
つ
て
の
奥お

う

州し
ゅ
う

街か
い

道ど
う

に
あ
た
り
、
そ
の
ル
ー
ト
は
ほ

ぼ
江
戸
時
代
の
ま
ま
を
保
っ
て
い

ま
す
。
小
峰
城
を
囲
む
よ
う
な
道

筋
や
、
防
御
を
意
識
し
た
か
ぎ
型

の
屈
曲
に
は
、
当
時
の
藩
主
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
思
想
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
り
沿
い

の
町
割
り
や
町
名
も
、
ほ
と
ん
ど

が
江
戸
時
代
の
ま
ま
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
白
河

の
中
心
市
街
地
は
江
戸
時
代
の
古

地
図
を
手
に
散
策
で
き
る
ま
ち
と

い
わ
れ
ま
す
。

　
白
河
は
冬
に
な
る
と
風
が
強
く

吹
き
付
け
る
こ
と
も
あ
り
、
大
火

が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
古
い
建
造

物
の
多
く
は
焼
失
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
な
お
、
江
戸
時
代
か
ら

近
代
に
か
け
て
の
店
舗
や
土
蔵
、

お
堂
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
が
点

在
し
、
か
つ
て
の
風
情
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
ら
か
わ
の

身
近
な
文
化
財

第
二
十
九
話

　
　
　
白
河
の
ま
ち

　
主
要
な
道
や
町
割
り
は
、
現
在
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
比
較
し
な

が
ら
ま
ち
歩
き
が
で
き
ま
す
。

奥
お う

州
しゅう

白
し ら

河
か わ

城
じょう

下
か

全
ぜ ん

図
ず

（文化５年）▲

問
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０
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　レスパイトケアを利用することに
マイナスな感情を持たず、介護され
る方が少しでも長く在宅生活を送れ
るよう、積極的に休息時間を確保し
ましょう。

　在宅介護を行う介護者は、日々の介護で身体
的な疲労だけでなく、精神的な疲労もたまって
いきます。この疲れをそのままにすると、身体
的疲労やストレスが限界に達し、介護者自身が
体調を崩してしまうなど、在宅介護を続けるこ
とが困難になってしまいます。
　そうならないためにも、介護者が一時的に介
護から離れ、自分自身の体と心を休める時間を
持つこと（レスパイトケア）が必要です。

介護者のためのケア

　レスパイトケアは、介護者の負担軽減につな
がり、在宅介護を長く続けるために重要なもの
とされており、デイサービスやショートステイ
など、介護者が休息するために利用できる介護
保険サービスもあります。
　「ちょっと疲れてきたな…」と思った時点で、
早めに担当のケアマネージャーや地域包括支援
センター、市高齢福祉課などに相談しましょう。

レスパイトは英語で「休息」の意味

くらしの情報館




